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元気よく、ハイ！

まちの「今」をお届けする行政情報誌 【町公式HP】www.town.shinanomachi.nagano.jp
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な
ぜ「
出
逢
い
の
場
」が

必
要
な
の
か
？

　
で
は
、な
ぜ
結
婚
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
の
に
、
晩
婚
化
・

未
婚
化
が
進
む
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
、

労
働
環
境
の
変
化
、
文
化
的
な
変

化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
調
査
で

は
25
歳
〜
34
歳
の
男
女
と
も
に
結

婚
で
き
な
い
理
由
と
し
て
、「
適
当

な
相
手
に
巡
り
会
わ
な
い
」
と
回

答
す
る
人
が
一
番
多
く
な
り
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
異
性
に
出
逢
う
機

会
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
結
婚

し
た
く
て
も
で
き
な
い
人
が
増
え

て
い
る
の
で
す
（
下
表
：
右
か
ら

3
番
目
の
表
を
参
照
）。

　
昔
で
あ
れ
ば
、
親
戚
や
ご
近
所

さ
ん
、
地
域
の
世
話
役
的
な
人
の

紹
介
な
ど
か
ら
「
結
婚
」
を
意
識

し
た
出
逢
い
が
提
供
さ
れ
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
結
婚
す
る
人
が
多

く
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で

は
世
話
役
的
な
人
も
少
な
く
な

り
、
こ
の
よ
う
な
紹
介
は
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。「
結
婚
を
意
識
し
た

異
性
と
の
出
逢
い
」
そ
の
も
の
が

希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
結
婚
を
意
識
し

た
「
出
逢
い
の
場
」
の
提
供
が
今
、

必
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

町
が「
婚
活
」を

応
援
す
る
意
味
と
は
？

　
本
来
、
結
婚
は
個
人
の
判
断
や

価
値
観
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
町

が
関
わ
る
こ
と
は
賛
否
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
結
婚
し
て

い
な
い
人
の
中
に
は
結
婚
し
た
い

と
考
え
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
人
に
出
逢
い
の
場
が

提
供
さ
れ
、結
婚
し
て
幸
せ
に
な
っ

て
も
ら
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
後

押
し
す
る
こ
と
で
、
少
子
化
に
も

歯
止
め
を
か
け
た
い
と
の
想
い
が

あ
り
ま
す
。

　
町
の
出
生
数
は
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
（
下
表
：
右
か
ら
4
番
目

の
表
を
参
照
）。
少
子
化
の
原
因
は

経
済
的
・
社
会
的
要
因
、
子
育
て

に
対
す
る
不
安
等
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
出
生

数
を
高
め
る
に
は
、
結
婚
す
る
人

が
増
え
な
け
れ
ば
最
初
の
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
少
子

化
対
策
の
原
点
と
し
て
、
未
婚
化・

晩
婚
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

を
目
的
に
「
出
逢
い
の
場
創
出
事

業
」
を
創
設
し
て
、
婚
活
を
応
援

し
ま
す
。

晩
婚
化
、未
婚
化
が
進
む

近
年
、
社
会
環
境
の
変
化
に

よ
っ
て
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、

そ
し
て
「
結
婚
」
に
対
す
る
考
え

方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
結
婚
し
た
い
と
考
え

て
い
る
反
面
、
ま
だ
適
当
な
相
手

に
出
会
っ
て
い
な
い
、
急
い
で
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
人
も
多
く
、

町
内
も
晩
婚
化
が
進
み
、
未
婚
率

も
年
々
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

信
濃
町
の
未
婚
割
合
は
？

　
信
濃
町
に
お
け
る
未
婚
割
合

は
、
国
勢
調
査
の
結
果
を
見
る
と

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
下
表
：

右
か
ら
1
番
目
の
表
を
参
照
）。

　
特
に
男
性
で
は
昭
和
55
年
と
比

較
す
る
と
、
30
歳
以
上
の
未
婚
割

合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

30
歳
代
前
半
で
は
、
約
半
数
以
上

が
未
婚
者
で
、
30
歳
代
後
半
で
も

約
４
割
が
未
婚
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
女
性
で
は
25
歳
以
上
の
未
婚
割

合
の
上
昇
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
20
歳
代
後
半
の
未
婚
率

は
約
４
割
に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

男
女
と
も
に
結
婚
適
齢
期
と
言
わ

れ
る
20
歳
代
後
半
か
ら
30
歳
代
前

半
の
未
婚
者
割
合
が
高
い
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
男
女
と
も
に
未

婚
率
は
上
昇
傾
向
で
あ
り
、
今
後

も
未
婚
者
は
増
え
て
い
く
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

結
婚
願
望
を
持
っ
て
い
る
人
は

多
い

　
し
か
し
、「
結
婚
し
た
く
な
い
」

と
い
う
若
者
が
増
え
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
婚
率
が
高

く
、
結
婚
に
対
す
る
考
え
方
が
変

わ
っ
て
き
た
と
し
て
も
、「
い
つ
か

は
結
婚
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
持
っ
て
い
る
人
は
多
く
い
ま
す
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
「
第
14
回
出
生
動
向
基
本

調
査
」
で
は
、「
い
ず
れ
結
婚
し

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
割
合
が
、

男
性
で
86・３
％
、女
性
で
89・４
％

と
な
り
、
男
女
と
も
に
高
い
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
（
下
表
：
右
か

ら
2
番
目
の
表
を
参
照
）。

　
過
去
20
年
間
の
若
者
の
結
婚
に

対
す
る
意
欲
を
比
較
し
て
も
、「
い

ず
れ
は
結
婚
し
た
い
」
と
考
え
て

い
る
未
婚
者
の
割
合
は
、
約
9
割

前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
若
者
の

「
結
婚
」
に
対
す
る
意
欲
は
ほ
と
ん

ど
変
化
が
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

１.補助対象者

４.対象経費

２.対象事業

町内の企業や団体など

会場使用料や借上げ料、参加者の飲食費、印刷費、
消耗品費、燃料費、広告宣伝費、講師謝礼等

独身男女が出逢うための交流会やイベント開催や、
魅力向上のための学習会やセミナー開催など

独身男女に「出逢い」を提供してくれる団体や企業を募集

「出逢いの場創出支援事業」をはじめます♡

３.補助金額
1事業 上限 10万円　（※ただし、対象経費から参
加費用等を引いた額の範囲内）

写真提供　タングラム斑尾

「
婚
活
」
を
応
援
し
ま
す
！

全
国
的
な
晩
婚
化
や
未
婚
化
が
進
ん

で
い
る
時
代
の
中
で
、
結
婚
に
向
け

て
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
を
「
婚

活
」
と
い
い
ま
す
。

信
濃
町
も
今
年
度
か
ら
「
婚
活
」
を

応
援
す
る
た
め
に
「
出
逢
い
の
場
創

出
支
援
事
業
」
を
始
め
ま
す
。

な
ぜ
、
町
が
婚
活
支
援
を
行
う
必
要

が
あ
る
の
か
。
今
回
は
結
婚
事
情
を

考
え
、
町
が
取
り
組
む
婚
活
支
援
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地域で独身男女の” 出逢いの場” 作りをしてみ
ませんか？

　「結婚を考えているけど異性に出逢えない・・・」
「異性とどう接したらいいか分からない・・・」こ
んな悩みを抱える人に、地域の皆さんが中心になり、
独身男女の出逢いの場づくりや、異性とのコミュニ
ケーションを学ぶセミナーなど企画運営をしてみま
せんか？
　町では、出逢いの場創出支援事業に取り組んで
いただける企業や団体などを応援します。

統
計
か
ら
見
る

結
婚
事
情

信濃町の未婚者率
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30～34歳女性

結婚の意欲

いずれ結
婚したい

0 20 40 60 80 100

（平成22年調査）

（％） 

結婚する
つもりは
ない

不　詳

（国立社会保障・人口問題研究所「第14回出生動向基本調査」）

結婚できない理由

10 20 30 40 50（％） 

適当な相手に
巡り会わない

異性とうまく
つきあえない

住居のめど
がたたない

結婚資金が
足りない
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信濃町の出生数（人） 
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問総務課 まちづくり企画係
☎（２５５）５９２０
ﾒｰﾙ　kikaku@town.shinanomachi.nagano. jp
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倉庫

大会議室

プレイルーム

調理室 中会議室
（和室）

茶室
（和室）

文化財保存室
事務室
１

事務室
２

会議室１ 会議室２ 会議室３ 会議室４
（和室）

ホール 資料室 楽器
収納

音楽室

ELV

ELV

地域交流施設（古間支館）
オープン！

今年4月、旧古間小学校を改築して地域交流施設（古間支館）が、オープンしました。
健康の増進、文化教養の向上、レクリエーション、仲間づくりの場として、
また、社会福祉活動や地域交流の場として、地域交流施設をぜひご活用ください。

地
域
交
流
施
設
は
、
交
流
や
活
動
に

関
す
る
講
座
、
研
修
会
、
集
会
等

の
開
催
を
促
進
し
、
学
習
の
機
会
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施

設
で
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が
使

用
で
き
る
施
設
を
目
指
し
、
車
い
す
対
応

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

も
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
避
難
所
と
し
て

の
機
能
も
備
え
て
い
る
安
心
安
全
な
施
設

で
す
。
駐
車
場
も
整
備
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
施
設
全
体
を
見
渡
す
と
、
廊
下
や
壁
、

フ
ロ
ア
の
一
部
は
校
舎
で
あ
っ
た
と
き
の

ま
ま
使
っ
て
お
り
、
黒
板
や
ロ
ッ
カ
ー
な

ど
も
一
部
残
し
て
い
る
部
屋
も
あ
り
ま

す
。
学
校
の
面
影
を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気

と
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
地
域
交

流
施
設
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

プレイルーム（予約不要）
読書や地域の方々のお茶飲み場としてご
利用ください。寒い時期はペレットストー
ブがルーム内を暖めています。

大会議室（フローリング）
広さ：108㎡
収容人数：約40人
使途：大人数での会議や軽運
動（体操・社交ダンス）等

茶室（畳）
広さ：63㎡
収容人数：約20人
使途：少人数の会議や座談会等

調理室
広さ：63㎡
備付品：テーブル 3か所、ガ
スコンロ3基、シンク5か所

中会議室（畳）
広さ：63㎡
収容人数：約20人
使途：少人数での会
議や座談会、グループ
のお茶会等

第2会議室（フローリング）
広さ：63㎡
収容人数：約30人
使途：会議・軽運動（体操・社交ダンス）等

第1会議室（フローリング）
広さ：108㎡
収容人数：約40人
使途：会議・軽運動等

第4会議室（畳）
広さ：24畳
収容人数：約20人
使途：少人数での会
議や座談会、文化活
動（琴）等

第3会議室（フローリング）
広さ：63㎡
収容人数：約30人
使途：少人数での会議、文化活
動（手芸品・書道）等

音楽室
広さ：85㎡
収容人数：約30人
備付品：ピアノ1台

利
用
の
注
意
点

◆ごみは各自お持ち帰りください
◆各室を使用された方は使用後の清掃・施錠・ストー
　ブの給油等をお願いします

概　要
■名称　地域交流施設（古間支館）

■所在地　信濃町富濃1945-2

■開館時間　8時30分～22時00分

　※施設の見学を希望される方は平日8時

　30分～17時までにお越しください。

■休館日　毎月第3月曜日（第3月曜日が

　祝日の場合は翌火曜日）

■電話番号（255）4127

1階

2階
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まちの話題　Town Topicsまちの話題　❺ Town Topics

各地区の第3期の実施状況をお知らせします

 中山間地域農業直接支払事業の実施状況 Topics

本制度は、基準以上の傾斜がある農業生産条件が不利

な地域に対して、集落が農地の管理方法や役割分担

を取り決めた協定を結び、５年以上農業生産活動を継続

する活動です。

計画策定から４年、進捗状況を評価

 長期振興計画 ･行政改革大綱を検証
Topics

平成21年度策定の「第5次長期振興計画（平成22～

31年度）」及び「第6次行政改革大綱（平成22～

26年度）」の進捗状況について、町長の諮問を受けた行政

改革推進委員会から、評価・検証結果が答申されました。

■評価・検証の方法　

　町職員による内部評価に対して、評価が適正か判断した

上で、意見を付しました。

■主な付帯意見　

◎全体について　昨年同様148項目について検証し、そ

の内85項目（57.4％）が『概ね計画どおり進んでいる』

という結果であり、評価するが、計画どおり進んでいない

項目については更なる努力をすること

　平成26年度に予定されている長期振興計画後期基本計

画の策定では、前期基本計画の評価を適正に反映すること

◎長期振興計画について　

・人口の流出を食い止めるための施策を充実されるととも

に、移住者のための各種相談等を実施すること

・北しなの線の開業に向け、引き続き広報活動等を実施す

ること

・耐震性配水管の整備に努めること

・町のマスコットキャラクター「一茶さん」の活用方法を

検討し、誘客促進に努めること

◎行政改革大綱について　地域医療充実のため、引き続き

医師や看護師の安定確保に努めること

4月 25日金から一茶記念館等で販売中です

 「一茶さん」のフレーム切手ができました
Topics

昨年、小林一茶生誕250年を記念して誕生した、信濃町PRキャラク

ターの「一茶さん」。昨年の11月にお披露目をしてから、様々なイ

ベントに参加し活躍しています。町では今春、「一茶さん」のキャラクター

に、小林一茶の俳句と信濃町の風景を組み合わせたフレーム切手を作成し

ました。

　4月 25日金から、一茶記念館・黒姫童話館・野尻湖ナウマンゾウ博物館

で、1シート1,300円で販売しています。皆さんお楽しみに。町では今

後も信濃町PRのために、PRキャラクターの「一茶さん」を活用して様々

な取組みを行っていきます。

問一茶記念館☎（２５５）３７４１

問産業観光課 農林畜産係☎（２５５）３１１３

今夏から秋にかけて、黒姫高原で機関車風乗り物を運行

 乗り物の名前を募集します
Topics

黒姫高原の自然と景色の魅力を存分に味わっていただきたいと、

「黒姫童話館から旬花咲く黒姫高原（コスモス園）」との間で、機

関車風乗り物を運行することになりました。（運行期間：7月 26日～

9月 30日）町民の皆さまから乗り物の名前を募集します。たくさん

のご応募をおまちしております。（募集期限：5月 20日火）

　詳しくは広報と一緒にお届けしたチラシをご覧ください。また運行

の期間になりましたら、ご家族一緒にお出掛けください。

問旬花咲く黒姫高原 ☎（２５５）３１７１
問黒姫童話館 ☎（２５５）２２５０

販売価格と生産費の差額相当を交付

 畑作物の直接支払交付金の受付開始

畑で対象の作物を作付けし、出荷・販売した場合は、

交付金を受けることができます。交付金の要件を

確認いただき、期限までに提出をします。

■対象作物　そば、大豆等

■対象者　対象作物を出荷・販売する農家

■平成26年度の変更点

　昨年度同様に大豆は、農産物検査を受ける必要があり

ます。今年度から、そばも検査の対象となりました。JA

以外にそばを出荷販売される方は、登録検査機関にて、必

ず検査を受けてください。

■交付金の手続き

　交付金は、5月 30日

までに申請が必要です。

数量払が基本となり、収穫

後、収量に応じて支払われ

ます。営農継続支払は、希

望者のみ収穫前に支払わ

れます。

　申請を希望される方は、

農林畜産係までご請求く

ださい。

Topics

■各計画の進捗状況

概ね計画どおり やや遅れている かなり遅れている
／目標達成困難 不明 合計

長
期
振
興
計
画

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人口増ＰＪ 16 0 1 － 17
住民の健康ＰＪ 6 3 1 － 10
住民の交通ＰＪ 6 0 0 － 6

農業と観光と環境ＰＪ 9 2 1 － 12
合計 37 5 3 0 45

　　　施策指標 37 26 18 4 85
行政改革大綱 11 3 4 － 18
合　計 85 34 25 4 148

全文をご覧になりたい方は総務課まちづくり企画係窓口まで

【畑作物の交付金の計算例】
1数量払のみ
◎収穫後：交付単価×収量＝交付金額A

2営農継続支払と数量払の組み合わせ
◎収穫前：営農継続支払を計算し受給B
　（前年の収穫実績から基準単収を用いて面積に換算）

◎収穫後：数量払の交付金額A
　　　　　　　ー営農継続支払B＝交付金額C

1・2いずれの方法でも交付金額は同額です
（※収量が極端に少ない場合は異なることがあります）

交付額

収量平均単収

営農継続
支払

数量払

集落協定名 協定面積 交付総額 集落協定名 協定面積 交付総額
仁之倉 95,213㎡ 1,384,755円 下荒瀬原 97,024㎡ 1,493,129円
高沢 30,078㎡ 524,482円 板橋 88,986㎡ 1,343,428円
菅川 57,303㎡ 1,127,623円 柴津 187,088㎡ 2,997,110円
戸草 22,623㎡ 475,083円 高山 65,524㎡ 1,286,850円
上荒瀬原 137,824㎡ 1,711,473円 古間土橋 51,328㎡ 853,084円
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■
検
針
業
務
に
ご
協
力
を

　
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
自
動
車
や

も
の
を
置
か
な
い
で
い
た
だ
き
、
犬
を

遠
ざ
け
て
く
だ
さ
い
。、
ま
た
、
周
囲
の

除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
冬
期
間
の
漏
水
が
あ
っ
た
場
合

　
宅
内
外
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
て
も

メ
ー
タ
ー
が
回
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
漏

水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
町
指
定
水

道
工
事
店
で
至
急
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
上
下
水
道
料
金
冬
期
精
算
通
知
書

　
５
月
の
メ
ー
タ
ー
検
針
後
に
、
各
ご

家
庭
に
送
付
し
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
精
算
の
結
果
、
料
金
を
い
た
だ
き
す

ぎ
て
い
た
場
合
に
は
、
当
月
以
降
の
料
金

に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
精
算
通
知
書
は
請
求
書
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
町
県
民
税
が
勤
務
先
の
事
業
所
等
で

給
与
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方

◎
開
始
日
：
5
月
９
日
金
～

■
給
与
天
引
き
以
外
の
方
法
で
町
県
民

税
を
納
め
て
い
る
方

◎
開
始
日
：
6
月
10
日
火
～

Town Information町からのお知らせ5 May

皆
さ
ん
の
思
い
を
形
に
す
る
た
め
の
お
手
伝
い

地
域
発 

元
気
づ
く
り
支
援
金
第
2
次
募
集

元気

万
が
一
の
時
に
備
え
て

住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
補
助
制
度

耐震

■
対
象
建
物
：
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
（
耐
震
基
準
改
正
前
）
に
建
築
さ
れ

た
家
屋
で
、
木
造
１
～
２
階
建
て
の
住
宅

（
但
し
車
庫
や
物
置
は
対
象
外
）

■
精
密
耐
震
診
断
：
建
物
所
有
者
か
ら
い

た
だ
く
建
築
時
の
資
料
や
住
宅
の
実
地

調
査
な
ど
を
元
に
し
て
、
正
確
な
耐
震

性
能
を
診
断
し
ま
す
。（
※
耐
震
補
強
工

事
を
原
則
実
施
す
る
こ
と
を
前
提
に
受

診
く
だ
さ
い
。）

　
な
お
、
耐
震
補
強
工
事
が
必
要
な
場

合
に
は
、
補
助
金
や
固
定
資
産
税
の
優

遇
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法
：
建
設
水
道
課
建
設
係
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

長
野
県
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
企
画
を
支
援
す
る
た
め
、「
地
域
発　

元
気
づ

く
り
支
援
金
事
業
」
の
２
次
募
集
を
実
施
し
ま
す
。

町
で
は
無
料
で
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
診
断
さ
れ
て
い
な
い
方

で
「
耐
震
診
断
を
受
診
し
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
た
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
所
得
証
明(

平
成
25
年
中
の
所
得
内
容
の
証
明)

は
、
町
県
民

税
の
納
付
方
法
に
よ
り
発
行
開
始
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
納
付
方
法
に
よ
り
発
行
開
始
日
が
異
な
り
ま
す

平
成
26
年
度
の
所
得
証
明
を
発
行
し
ま
す

所得

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い

上
下
水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

料金

例
年
12
月
か
ら
4
月
の
冬
期
間
は
検
針
を
せ
ず
、
定
額
で
上
下
水
道
料
金
を
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
5
月
の
検
針
再
開
に
伴
い
差
額
分
の
精
算
を
行
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
再
開
し
ま
す

冬
期
料
金
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

水道

問
建
設
水
道
課 

水
道
係
☎（
２
５
５
）２
９
６
２

問
建
設
水
道
課 

下
水
道
係
☎（
２
５
５
）３
０
０
２

問
建
設
水
道
課 

建
設
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
２

問
総
務
課 

税
務
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
１

　
消
費
税
率
が
４
月
１
日
か
ら
８
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
町
の
上
下

水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成
26

年
６
月
分
と
し
て
請
求
す
る
料
金
か
ら
、

新
税
率
（
８
％
）
を
適
用
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
消
費
税
率
の
み
の
変
更
で
あ
り
、
上

下
水
道
料
金
本
体
の
改
定
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

※
上
下
水
道
料
金
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

６
月
分
と
し
て
請
求
す
る
上
下
水
道
料
金
か
ら
、
消
費
税
率
８
％
を
適
用
し
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■水道料金の比較（1ヵ月あたり）
◎メーター口径13mmの場合

使用水量 新料金
（消費税 8％込）

旧料金
（消費税 5％込） 差額

0～8㎥ 970円 940円 30円
10㎥ 1,250円 1,210円 40円
20㎥ 2,650円 2,580円 70円
30㎥ 4,050円 3,940円 110円
40㎥ 5,460円 5,310円 150円
50㎥ 6,860円 6,670円 190円
60㎥ 8,380円 8,140円 240円

耐震補強工事補助金対象条件
①診断基準
町が派遣した耐震診断士による精密耐
震診断で総合評点1.0未満と診断された
住宅が、補強工事実施で0.7以上かつ工
事実施前を上回ること
②所得
・給与所得者の方：1,442 万円以下
・その他の方　　：1,200 万円以下
■補助金額
　工事費の 1/2（上限 60 万円）

問
総
務
課
ま
ち
づ
く
り
企
画
係
☎
（
２
５
５
）
５
９
２
０

■
対
象
事
業

　
自
ら
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
、自
主
的・

主
体
的
に
取
組
む
地
域
の
元
気
を
生
み
出

す
、モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業
（
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
支
援
金
交
付
額

◎
ハ
ー
ド
事
業
（
道
路
・
水
路
・
建
物

等
の
建
設
や
改
修
、
１
件
10
万
円
以
上

の
備
品
取
得
な
ど
）
＝
３
分
の
２
以
内

◎
ソ
フ
ト
事
業 

＝
4
分
の
3
以
内(

重

点
施
策
５
分
の
４
以
内
）
30
万
円
以
上

■
対
象
団
体
：
公
共
団
体
等
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
地
域
づ
く
り
を
行
う
グ
ル
ー
プ
や
協

議
会
な
ど
）、
市
町
村
、
広
域
連
合
、
一

部
事
務
組
合
い

■
募
集
期
間
：
5
月
30
日
金
ま
で

■
応
募
方
法
：
詳
し
く
は
総
務
課
ま
ち
づ

く
り
企
画
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

町
で
は
若
者
の
定
住
を
目
的
と
し
た
空
き
家
活
用
の
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
、
家

賃
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
規
に
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
補
助
を
受
け
る
た
め
の
条
件

　
町
に
賃
貸
用
の
空
き
家
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
家(

公
営
住
宅
は
対
象
外
）／
月

の
家
賃
が
3
万
円
以
上
／
主
な
所
得
者
か

世
帯
主
が
40
歳
以
下
／
世
帯
合
計
収
入
額

８
０
０
万
円
以
下
／
町
に
住
所
の
あ
る
方

■
補
助
の
額

　
３
万
円
を
超
え
た
部
分
で
、
単
身

者
は
１
万
円
ま
で
、
そ
の
他
の
世
帯
は

1
万
５
千
円
ま
で
5
年
間
補
助
し
ま
す
。

※
現
在
補
助
を
受
け
て
い
る
方
は
、６

月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

若
者
の
定
住
支
援

若
者
へ
の
家
賃
補
助
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

若者

問
産
業
観
光
課
癒
し
の
森
・
企
業
誘
致
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
５

問
建
設
水
道
課 

水
道
係
☎（
２
５
５
）２
９
６
２

■項目の説明

項　目 区　分

冬期間実使用料 冬期間に実際に使った水量（12～5月分）

認定使用料 冬期間の料金算定に使用した水量（12～4月分）

差し引き使用料 実使用量と認定使用量の差

冬期間実料金 冬期間に実際に使用した水量の金額（12～5月分月）

認定料金 冬期間認定使用量の金額（12～4月分）

差し引き料金 実料金と認定料金の差（5月精算額）

精算料金 5月の精算請求額（冬期使用料金の不足分）

過納金 冬期間に余計に頂いた金額

役場　太郎

12345-1 001-002-003
役場　太郎
柏原仲町４２８－２

220
100

上水道
公共下水道

120
120

100
100

20
20

上水道
公共下水道

15,480
20,400

12,900
17,000

2,580
3,400
5,980
0

平成25年12月～平成26年4月

■下水道使用料の比較（1ヵ月あたり）

使用水量 新料金
（消費税 8％込）

旧料金
（消費税 5％込） 差額

0～8㎥ 1,290円 1,260円 30円
10㎥ 1,660円 1,610円 50円
20㎥ 3,490円 3,400円 90円
30㎥ 5,550円 5,390円 160円
40㎥ 7,600円 7,390円 210円
50㎥ 9,650円 9,380円 270円
60㎥ 11,810円 11,480円 330円

信濃町役場 ☎ 255-3111　http://www.town.shinanomachi.nagano.jp/
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Photo news
身近な出来事をお届け

※掲載された写真のデータをご希望の方は、記録媒体（CD-R／USBメモリなど）をご持参のうえ、総務課庶務係広報担当まで。（ただし、ご本人に限ります）

4月は「春の交通安全運動」の期間です。4月 9日、古間

地区の交差点で信濃町交通安全協会・長野中央警察署・信

濃町交番・ヤマト運輸㈱信濃町支店・町が合同で、交通安

全指導所を開設しました。佐藤博一副町長、長野中央警

察署長谷川署長のあいさつの後、交差点付近で交通安全

の啓発活動を行いました。今回は、信濃町のマスコット

キャラクターの「一茶さん」や、県警のマスコットキャラ

クターの「ライポくん」も参加して、一緒に交通安全を呼

び掛けました。

みんなで交通安全を呼びかける
春の全国交通安全運動 合同交通指導所

信濃町土地改良区（理事長石田正一氏）が3月 27日、

全国優良土地改良区金章受章の報告のために役場を訪

れました。この表彰は、全国土地改良事業団体連合会か

ら運営の向上や農業生産基盤の整備開発に寄与した組

織に贈られるものです。3月 25日、東京都の旧砂防会

館にて表彰を受けました。現在、24の維持管理組合の

みなさんの協力により維持管理運営されています。

全国優良土地改良区で金賞受章
信濃町土地改良区が受章

「日本赤十字社救急法救急員」の養成講座が、4月 5日、

6日、13日の 3日間にかけて、信濃町役場で開催され

ました。今回の講座では、森林セラピーのガイドを行う

「森林メディカルトレーナー」など、町民8名の方が救急

法に関するトレーニングを受けました。講習で身につけ

た知識と技術は、森林セラピーのガイドが森の中でお客

様を安全に案内するために活用されます。

救急法でより安全なガイドを
日赤救急法救急員養成講座を開催

山梨県富士吉田市の堀内茂市長が4月17日、信濃町の除

雪支援に対して、感謝の意を伝えるため役場を訪れました。

信濃町は2月21日～23日の3日間、大雪の災害応援要

請により職員2名とローターリー車等を派遣し、除雪支援

を行いました。堀内市長は「今回、除雪に関して助けていた

だき助かりました。市民の皆さんも信濃町に対して親近感

を持ち、ありがたいという気持ちを持ちました。これをご

縁に今後ともよろしくお願いします」と感謝の意を表しま

した。松木町長も「私どもに出来ることは、させていただき

ます。こちらこそ、よろしくお願いします」と受けました。

除雪支援に対して感謝の意
山梨県富士吉田市の堀内市長より感謝状を受領

◉ フォトニュース ◉今 事来出の月

信濃小中学校で 4月 4日、新小学 1年生の入

学式が行われました。新１年生は、真新しい

ランドセルを背負って、保護者と一緒に初登

校。緊張した面持ちでしたが、次第にリラッ

クスしていました。今年は、66人が夢と希望

を胸に新たな生活をスタートしました。

夢と希望を胸に初登校
信濃小中学校の入学式

清泉女学院大学及び清泉女学院短期大学と町は、3月

31日、連携協定を締結しました。今後、癒しの森事業と

同大の強みである心理学などの知見を活かすことで、森

林セラピーの科学的調査を進めていきます。また、教育

分野においても信濃小中学校のより良い教育環境の整

備や、子どもたちの支援へと繋げたいと考えています。

その他にも、様々な分野での連携を模索しつつ、それぞ

れの特色や強みを活かした協働事業に取り組みたいと

考えています。

連携して協働事業に取組む
清泉女学院大学・清泉女学院短期大学と協定

春は入園の季節。4月2日には柏原保育園と野尻保育園、

4月 3日には古間保育園と富士里保育園の町内 4保育

園で入園式が行われました。今年は、新入園児64人が、

新たな保育園生活をスタート。柏原保育園では、31人

の園児が一人ずつ名前を呼ばれて、手を挙げて元気にお

返事をしました。その後、松木町長から、代表 4名が

黄色の交通安全帽をかぶせてもらい、立派に園児の仲間

入りを果たしました。

楽しい保育園がスタート
町内４保育園で入園式
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足
は
「
第
二
の
心
臓
」

　

肺
に
吸
い
込
ん
だ
酸
素
は
、
心
臓
の
ポ
ン
プ

作
用
で
全
身
に
送
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
心
臓

か
ら
最
も
遠
い
位
置
に
あ
る
足
に
は
、
こ
の
ポ

ン
プ
作
用
が
十
分
に
及
び
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
大
切
な
の
が
「
歩
く
こ
と
」
。
歩
行

に
よ
り
足
の
筋
肉
が
伸
縮
す
る
こ
と
で
血
管
を

し
ぼ
る
よ
う
に
し
て
血
液
を
押
し
上
げ
、
心
臓

に
送
り
返
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

足
は
「
第
二
の
心
臓
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

足
へ
の
負
担
は
想
像
以
上
！

　

現
代
人
は
１
日
に
平
均
６
・
５
㎞
（
約

７
５
０
０
歩
）
歩
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
計

算
す
る
と
、
一
生
の
う
ち
に
地
球
を
４
周
も
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
歩
行
時
、
足
に
は
静
止
体
重
の
１
・
２
倍

の
負
荷
が
か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

体
重
60
㎏
の
人
の
場
合
、
１
歩
ご
と
に
片
足
に

72
㎏
の
重
み
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
速
足
で
は
片
足
81
㎏
）
。
１
日
に
換
算
す

る
と
、
両
足
延
べ
540
ト
ン
も
の
負
荷
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
ジ
ャ
ン
ボ
機
以

上
の
重
さ
で
す
。

甘
く
見
て
は
い
け
な
い
！

足
の
ト
ラ
ブ
ル

【
靴
ず
れ
・
ま
め
】

　

足
に
合
わ
な
い
靴
を
履
く
こ
と
な
ど
に
よ
り

靴
が
擦
れ
て
、
足
の
皮
膚
が
破
れ
た
り
、
水
ぶ

く
れ
が
で
き
る
状
態
で
す
。
靴
の
大
き
さ
だ
け

で
な
く
靴
の
形
や
種
類
、
ま
た
靴
下
の
厚
さ
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

【
た
こ
・
魚
の
目
（
鶏
眼
）】

　

ど
ち
ら
も
皮
膚
が
繰
り
返
し
圧
迫
さ
れ
、
皮

膚
の
角
質
が
増
殖
し
て
厚
く
な
っ
た
状
態
で

す
。
た
こ
は
皮
膚
の
表
面
に
向
か
っ
て
半
球
状

に
厚
く
な
り
、
押
し
て
も
あ
ま
り
痛
み
が
あ
り

ま
せ
ん
。
魚
の
目
は
深
部
に
向
か
っ
て
円
錐
状

に
入
り
込
み
、
押
す
と
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
両
方
と
も
む
や
み
に
削
っ
た
り
、

薬
を
つ
け
た
り
す
る
と
出
血
や
化
膿
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
た
こ
は
ウ
ィ
ル
ス
性
い

ぼ
と
区
別
が
つ
き
に
く
い
た
め
、
自
己
判
断
せ

ず
皮
膚
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
水
虫
（
白
癬
）】

　

足
の
指
の
間
に
よ
く
見
ら
れ
、
赤
く
ジ
ュ
ク

ジ
ュ
ク
に
な
っ
て
皮
が
む
け
た
り
、
白
く
ふ
や

け
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
か
か
と
を
中

心
に
皮
膚
が
厚
く
な
り
、
ひ
び
割
れ
を
起
こ
す

タ
イ
プ
や
、
爪
の
厚
み
が
増
し
爪
の
色
が
白
濁

し
た
り
、
黄
色
み
が
濃
く
な
っ
て
く
る
爪
水
虫

（
爪
白
癬
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
水
虫
は
完
全
に

治
療
を
し
な
い
と
治
り
に
く
く
、
家
族
な
ど
に

も
感
染
す
る
の
で
、
必
ず
皮
膚
科
を
受
診
し
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
外
反
母
趾
】

　

足
の
親
指
の
付
け
根
が
内
側
に
せ
り
出
し
、

親
指
の
先
端
が
隣
の
第
二
趾
に
向
か
っ
て
曲
が

る
病
気
で
す
。
出
っ
張
っ
た
部
分
が
靴
に
当
た
っ

て
痛
む
の
が
最
初
の
症
状
で
、
進
行
す
る
に
つ

れ
親
指
に
力
が
入
ら
ず
、「
立
ち
に
く
さ
」
や
「
歩

き
に
く
さ
」
な
ど
足
の
機
能
に
影
響
が
出
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
足
首
や
膝
、
腰
な
ど
足
と
離

れ
た
部
位
に
痛
み
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ヒ
ー
ル
や
パ
ン
プ
ス
な
ど
足
を
圧
迫
す
る
靴

の
影
響
も
あ
り
女
性
に
多
く
発
症
し
ま
す
が
、

最
近
で
は
足
の
筋
肉
の
未
発
達
が
原
因
で
小
中

学
生
な
ど
子
ど
も
の
発
症
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

―
外
反
母
趾
を
予
防
す
る
運
動
―

①
足
で
グ
ー
の
形
を
作
る
よ
う
に
両
足
の
指
を

閉
じ
て
丸
め
る

②
次
に
パ
ー
の
形
に
な
る
よ
う
指
を
広
げ
る

③
５
秒
間
静
止
し
て
、
グ
ー
の
形
に
戻
す

④
①
～
③
を
繰
り
返
す

靴
の
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

①
靴
の
長
さ
（
靴
先
に
余
裕
が
あ
り
、
運
動
時

に
つ
ま
先
が
靴
の
先
端
に
当
た
ら
な
い
）

②
靴
の
幅
（
か
か
と
か
ら
甲
が
足
に
合
い
、
運

動
時
に
左
右
に
ず
れ
な
い
）

③
靴
先
部
分
に
足
の
指
が
十
分
に
動
か
せ
る
ゆ

と
り
が
あ
る　

④
圧
迫
感
や
不
快
感
が
な
い

⑤
足
の
指
が
曲
が
る
位
置
で
屈
曲
す
る

⑥
足
が
し
っ
か
り
固
定
で
き
、
か
か
と
が
ず
れ

た
り
前
に
足
が
移
動
し
な
い
（
ひ
も
靴
や
マ
ジ
ッ

ク
テ
ー
プ
で
と
め
る
タ
イ
プ
が
望
ま
し
い
）

み
ん
な
で
目
指
そ
う
!!　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
５

月
に
な
り
ま
し
た
。
新
緑
の
ま

ぶ
し
い
季
節
で
す
。
牛
た
ち
も

放
牧
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
知
っ
て
ま
し
た
か
？
牛

も
、
う
れ
し
い
と
は
し
ゃ
ぐ
の

で
す
よ
！
牛
舎
か
ら
外
に
出
し

て
あ
げ
る
と
き
や
、
牛
舎
の
敷

料
を
交
換
し
新
品
の
気
持
ち
良

い
牛
床
に
な
る
と
、
牛
は
体
全

体
を
使
っ
て
う
れ
し
さ
を
表
現

し
ま
す
。
ロ
デ
オ
の
牛
の
よ
う

に
飛
び
跳
ね
た
り
、
盛
ら
れ
て

い
る
お
が
粉
（
敷
料
）
を
振
り

ま
い
た
り
し
て
、
ま
る
で
水
遊

び
を
す
る
子
供
の
よ
う
で
す
。

若
い
牛
ほ
ど
喜
び
の
表
現
力
は

豊
か
で
す
。
大
人
の
牛
に
な
る

ほ
ど
、
落
ち
着
き
ま
す
。
人
も

同
じ
で
す
ね
！

　

今
回
の
家
畜
診
療
所
通
信

は
、「
狂
犬
病
」
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　

ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
春
の
狂
犬
病

予
防
接
種
は
済
み
ま
し
た
か
？

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
犬

の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す

よ
！

　

で
も
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

「
狂
犬
病
」
と
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
で
す
。
名
前
こ

そ
「
犬
が
狂
う
病
」
で
す
が
、

人
を
含
む
哺
乳
類
す
べ
て
に
感

染
し
ま
す
。
で
も
、
人
へ
感
染

さ
せ
る
動
物
の
ほ
と
ん
ど
が
犬

な
の
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
く
し
ゃ
み
な
ど
で
感
染
が

広
が
り
ま
す
が
、
狂
犬
病
ウ
イ

ル
ス
は
、
主
に
犬
な
ど
の
唾
液

腺
で
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
す
る
た

め
、
唾
液
に
多
く
の
ウ
イ
ル
ス

が
入
っ
て
い
ま
す
。
噛
ま
れ
た

り
、
舐
め
ら
れ
た
り
し
て
傷
口

が
で
き
、
そ
の
傷
口
に
ウ
イ
ル

ス
が
入
る
と
感
染
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入

っ
て
も
、発
症
（
症
状
が
出
る
）

す
る
前
に
治
療
が
で
き
れ
ば
何

と
か
助
か
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
が
、
も
し
発
症
し
て
し
ま

う
と
99
・
99
％
の
人
が
死
亡
し

て
し
ま
う
と
い
う
恐
ろ
し
い
病

気
な
の
で
す
。

　

日
本
は
１
９
５
６
年
以
来
、

国
内
で
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
海
外
で
は
ご
く
あ
り
ふ
れ

た
病
気
な
の
で
す
。
世
界
で

は
、
年
間
５
万
人
も
の
方
が
狂

犬
病
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。
近
年
は
人
の
交
流
や
物

流
が
盛
ん
な
の
で
、
い
つ
海
外

か
ら
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が
日
本

に
は
い
て
き
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
す
。

　

で
も
、
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
を

ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
接
種
し
て
お
け

ば
、
も
し
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が

国
内
に
入
っ
て
き
て
も
、
感
染

が
拡
大
し
た
り
人
に
感
染
す
る

こ
と
が
防
げ
る
の
で
す
。
ワ
ン

ち
ゃ
ん
を
狂
犬
病
か
ら
守
り
、

犬
を
飼
っ
て
い
る
者
と
し
て
の

社
会
に
対
す
る
責
務
と
し
て

も
、
必
ず
狂
犬
病
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

春になったうれしさ（？）で、飛びまわる！

獣医師：清水達夫

北部衛生センターは、可燃ごみ、可燃性粗大ごみを

受け入れる施設です。建築廃材などの産業廃棄

物の受け入れはできません。

■受入日　月曜日から金曜日の平日　5月6日（祝）、

9月15日（祝）、12月29日は、休日でも受け入れし

ます。

■受入時間　午前9時～午後4時30分

■受入料金　10㎏につき130円

■受入ごみ　◎可燃ごみ　生ごみ、紙くず、皮革類、衣

類、選定枝、紙おむつ（汚物は取り除く。）など

◎可燃性粗大ごみ　カーペット、ふとん類、木製の家

具・机・棚、畳などで金具や鏡は取り外してください。

可燃性粗大ごみを持ち込む時は、事前に電話での連絡

をお願いします。

■持ち込みできないごみ

リサイクルされる資源物、

容器包装プラ、新聞紙、ダ

ンボール、雑誌、ペットボ

トル、発砲スチロールなど

は、収集日に集積所へ出し

てください。/容器包装

でない大きなプラスチック類は、枡形不燃物最終処分

場に持ち込んでください。/農業用資材のビニールシー

ト、マルチ、あぜシート、肥料袋、農薬容器は、ながの農

協で春・秋の２回、有料で収集していますので、その機

会にお出しください。　

北部衛生センターへ持ち込みされる皆さまへ

 可燃ごみの持ち込み方法にご注意ください

問　北部衛生センター　☎ (255)2560　　信濃町役場 住民福祉課 環境係　☎ (255)5924

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
で
す
！

「
足
も
と
」か
ら
の
健
康
づ
く
り

健
康
の

達
人
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昨
年
度
、初
等
部
の

リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
き
た
五
年
生
。
初
等
部
の
た

て
わ
り
班
を
ま
と
め
、秋
桜
祭
の
『
げ
ん
き
っ

子
ま
つ
り
』
で
は
、
初
等
部
を
は
じ
め
、
高

等
部
や
お
家
や
地
域
の
方
々
を
楽
し
ま
せ
る

お
店
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。
学
年
み
ん
な

で
ま
と
ま
っ
て
の
米
作
り
や
収
穫
祭
。
収
穫

し
た
お
米
は
、
給
食
で
全
校
に
ふ
る
ま
わ
れ

ま
し
た
。
二
分
の
一
成
人
式
を
成
功
さ
せ
て

初
等
部
を
修
了
し
、
い
よ
い
よ
高
等
部
に
仲

間
入
り
し

ま
し
た
。

始
業
式
・

入
学
式
が

行
わ
れ
た

四
月
四
日

（
金
）。
初

め
て
の
高

等
部
の
生

活
に
不
安

を
抱
き
な

が
ら
も
、

初
等
部
の

見
本
に
な

る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
決
意
を
も
っ

て
い
る
姿
は
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。
午
後

に
は
、
早
速
『
五
年
生
を
迎
え
る
会
』
を
高

等
部
の
先
輩
方
に
開
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
迫
力
の
応
援
に
「
声
が
大
き
く

て
び
っ
く
り
し
た
。」「
う
れ
し
か
っ

た
し
、
委
員
会
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ

た
。」
な
ど
、
先
輩
か
ら
の
エ
ー
ル

を
し
っ
か
り
受
け
取
り
ま
し
た
。
贈

り
物
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
し
く

始
ま
る
児
童
生
徒
会
で
使
う
フ
ァ
イ

ル
で
す
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
に
た
ま
っ

て
い
く
用
紙
の
数
だ
け
経
験
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
先
輩
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
会
の
一
員
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
く
こ
と
の
他
に
も
、
大
き
な
変
化

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
高
等
部
と
な
り
、

授
業
時
間
は
45
分
授
業
か
ら
50
分
授
業
に
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
よ
り
長
く
集
中
を
保
た

ね
ば
な
ら
ず
大
変
で
す
。
今
ま
で
二
校
時
の

後
に
あ
っ
た
長
い
休
み
時
間
も
短
く
な
り
ま

し
た
。
六
時
間
授
業
の
日
も
増
え
ま
し
た
。

授
業
は
教
科
担
任
制
に
な
り
ま
し
た
。
教
科

ご
と
に
教
わ
る
先
生
が
替
わ
り
ま
す
。
教
室

を
移
動
し
て
授
業
を
受
け
る
こ
と
も
増
え
ま

し
た
。
授
業
時
間
割
は
、
ス
ラ
イ
ド
に
な
っ

て
い
る
た
め
、「
○
曜
日
の
△
時
間
目
は

◇
の
授
業
」
と
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
変
化
が
大
き
く
大

変
で
す
。
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は
な
ん

だ
か
楽
し
そ
う
に
も
見
え
ま
す
。
こ
の
大

き
な
変
化
に
慣
れ
、
元
気
に
活
躍
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

四
月
十
一
日
（
金
）
に
学
年
集
会
を
行
い
、

児
童
生
徒
会
の
委
員
会
ご
と
に
集
ま
っ
て

学
年
の
代
表
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

委
員
会
ご
と
に
目
標
を
発
表
し
、
各
委
員

も
そ
れ
ぞ
れ
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。
五
年
生
も
学
年
児
童
生
徒
会

を
発
足
さ
せ
、
気
持
ち
の
よ
い
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
自
主
的
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

新
し
い
ク
ラ
ス
、
学
級
担
任
・
副
担
任

の
発
表
、新
し
い
友
達
も
加
わ
り
ま
し
た
。

と
て
も
元
気
の
良
い
五
年
生
で
す
が
、
皆

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

つどえ！笑顔の５年生‼

授業風景（５年生１組・英語）

授業風景（５年生１組・国語）授業風景（５年生２組・社会）

授業風景（５年生3組・理科）

　み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
５

月
に
な
り
ま
し
た
。
新
緑
の
ま

ぶ
し
い
季
節
で
す
。
牛
た
ち
も

放
牧
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
知
っ
て
ま
し
た
か
？
牛

も
、
う
れ
し
い
と
は
し
ゃ
ぐ
の

で
す
よ
！
牛
舎
か
ら
外
に
出
し

て
あ
げ
る
と
き
や
、
牛
舎
の
敷

料
を
交
換
し
新
品
の
気
持
ち
良

い
牛
床
に
な
る
と
、
牛
は
体
全

体
を
使
っ
て
う
れ
し
さ
を
表
現

し
ま
す
。
ロ
デ
オ
の
牛
の
よ
う

に
飛
び
跳
ね
た
り
、
盛
ら
れ
て

い
る
お
が
粉
（
敷
料
）
を
振
り

ま
い
た
り
し
て
、
ま
る
で
水
遊

び
を
す
る
子
供
の
よ
う
で
す
。

若
い
牛
ほ
ど
喜
び
の
表
現
力
は

豊
か
で
す
。
大
人
の
牛
に
な
る

ほ
ど
、
落
ち
着
き
ま
す
。
人
も

同
じ
で
す
ね
！

　今
回
の
家
畜
診
療
所
通
信

は
、「
狂
犬
病
」
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
春
の
狂
犬
病

予
防
接
種
は
済
み
ま
し
た
か
？

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
犬

の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す

よ
！　で

も
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

「
狂
犬
病
」
と
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
で
す
。
名
前
こ

そ
「
犬
が
狂
う
病
」
で
す
が
、

人
を
含
む
哺
乳
類
す
べ
て
に
感

染
し
ま
す
。
で
も
、
人
へ
感
染

さ
せ
る
動
物
の
ほ
と
ん
ど
が
犬

な
の
で
す
。

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
く
し
ゃ
み
な
ど
で
感
染
が

広
が
り
ま
す
が
、
狂
犬
病
ウ
イ

ル
ス
は
、
主
に
犬
な
ど
の
唾
液

腺
で
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
す
る
た

め
、
唾
液
に
多
く
の
ウ
イ
ル
ス

が
入
っ
て
い
ま
す
。
噛
ま
れ
た

り
、
舐
め
ら
れ
た
り
し
て
傷
口

が
で
き
、
そ
の
傷
口
に
ウ
イ
ル

ス
が
入
る
と
感
染
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入

っ
て
も
、発
症
（
症
状
が
出
る
）

す
る
前
に
治
療
が
で
き
れ
ば
何

と
か
助
か
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
が
、
も
し
発
症
し
て
し
ま

う
と
99
・
99
％
の
人
が
死
亡
し

て
し
ま
う
と
い
う
恐
ろ
し
い
病

気
な
の
で
す
。

　日
本
は
１
９
５
６
年
以
来
、

国
内
で
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
海
外
で
は
ご
く
あ
り
ふ
れ

た
病
気
な
の
で
す
。
世
界
で

は
、
年
間
５
万
人
も
の
方
が
狂

犬
病
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。
近
年
は
人
の
交
流
や
物

流
が
盛
ん
な
の
で
、
い
つ
海
外

か
ら
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が
日
本

に
は
い
て
き
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
す
。

　で
も
、
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
を

ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
接
種
し
て
お
け

ば
、
も
し
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が

国
内
に
入
っ
て
き
て
も
、
感
染

が
拡
大
し
た
り
人
に
感
染
す
る

こ
と
が
防
げ
る
の
で
す
。
ワ
ン

ち
ゃ
ん
を
狂
犬
病
か
ら
守
り
、

犬
を
飼
っ
て
い
る
者
と
し
て
の

社
会
に
対
す
る
責
務
と
し
て

も
、
必
ず
狂
犬
病
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

春になったうれしさ（？）で、飛びまわる！

獣医師：清水達夫

北部衛生センターは、可燃ごみ、可燃性粗大ごみを

受け入れる施設です。建築廃材などの産業廃棄

物の受け入れはできません。

■受入日　月曜日から金曜日の平日　5月6日（祝）、

9月15日（祝）、12月29日は、休日でも受け入れし

ます。

■受入時間　午前9時～午後4時30分

■受入料金　10㎏につき130円

■受入ごみ　◎可燃ごみ　生ごみ、紙くず、皮革類、衣

類、選定枝、紙おむつ（汚物は取り除く。）など

◎可燃性粗大ごみ　カーペット、ふとん類、木製の家

具・机・棚、畳などで金具や鏡は取り外してください。

可燃性粗大ごみを持ち込む時は、事前に電話での連絡

をお願いします。

■持ち込みできないごみ

リサイクルされる資源物、

容器包装プラ、新聞紙、ダ

ンボール、雑誌、ペットボ

トル、発砲スチロールなど

は、収集日に集積所へ出し

てください。/容器包装

でない大きなプラスチック類は、枡形不燃物最終処分

場に持ち込んでください。/農業用資材のビニールシー

ト、マルチ、あぜシート、肥料袋、農薬容器は、ながの農

協で春・秋の２回、有料で収集していますので、その機

会にお出しください。　

北部衛生センターへ持ち込みされる皆さまへ

 可燃ごみの持ち込み方法にご注意ください

問　北部衛生センター　☎ (255)2560　　信濃町役場 住民福祉課 環境係　☎ (255)5924
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足
は
「
第
二
の
心
臓
」

　肺
に
吸
い
込
ん
だ
酸
素
は
、
心
臓
の
ポ
ン
プ

作
用
で
全
身
に
送
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
心
臓

か
ら
最
も
遠
い
位
置
に
あ
る
足
に
は
、
こ
の
ポ

ン
プ
作
用
が
十
分
に
及
び
ま
せ
ん
。

　そ
こ
で
大
切
な
の
が
「
歩
く
こ
と
」
。
歩
行

に
よ
り
足
の
筋
肉
が
伸
縮
す
る
こ
と
で
血
管
を

し
ぼ
る
よ
う
に
し
て
血
液
を
押
し
上
げ
、
心
臓

に
送
り
返
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

足
は
「
第
二
の
心
臓
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

足
へ
の
負
担
は
想
像
以
上
！

　現
代
人
は
１
日
に
平
均
６
・
５
㎞
（
約

７
５
０
０
歩
）
歩
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
計

算
す
る
と
、
一
生
の
う
ち
に
地
球
を
４
周
も
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
歩
行
時
、
足
に
は
静
止
体
重
の
１
・
２
倍

の
負
荷
が
か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

体
重
60
㎏
の
人
の
場
合
、
１
歩
ご
と
に
片
足
に

72
㎏
の
重
み
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
速
足
で
は
片
足
81
㎏
）
。
１
日
に
換
算
す

る
と
、
両
足
延
べ
540
ト
ン
も
の
負
荷
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
ジ
ャ
ン
ボ
機
以

上
の
重
さ
で
す
。

甘
く
見
て
は
い
け
な
い
！

足
の
ト
ラ
ブ
ル

【
靴
ず
れ
・
ま
め
】

　足
に
合
わ
な
い
靴
を
履
く
こ
と
な
ど
に
よ
り

靴
が
擦
れ
て
、
足
の
皮
膚
が
破
れ
た
り
、
水
ぶ

く
れ
が
で
き
る
状
態
で
す
。
靴
の
大
き
さ
だ
け

で
な
く
靴
の
形
や
種
類
、
ま
た
靴
下
の
厚
さ
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

【
た
こ
・
魚
の
目
（
鶏
眼
）】

　ど
ち
ら
も
皮
膚
が
繰
り
返
し
圧
迫
さ
れ
、
皮

膚
の
角
質
が
増
殖
し
て
厚
く
な
っ
た
状
態
で

す
。
た
こ
は
皮
膚
の
表
面
に
向
か
っ
て
半
球
状

に
厚
く
な
り
、
押
し
て
も
あ
ま
り
痛
み
が
あ
り

ま
せ
ん
。
魚
の
目
は
深
部
に
向
か
っ
て
円
錐
状

に
入
り
込
み
、
押
す
と
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
両
方
と
も
む
や
み
に
削
っ
た
り
、

薬
を
つ
け
た
り
す
る
と
出
血
や
化
膿
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
た
こ
は
ウ
ィ
ル
ス
性
い

ぼ
と
区
別
が
つ
き
に
く
い
た
め
、
自
己
判
断
せ

ず
皮
膚
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
水
虫
（
白
癬
）】

　足
の
指
の
間
に
よ
く
見
ら
れ
、
赤
く
ジ
ュ
ク

ジ
ュ
ク
に
な
っ
て
皮
が
む
け
た
り
、
白
く
ふ
や

け
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
か
か
と
を
中

心
に
皮
膚
が
厚
く
な
り
、
ひ
び
割
れ
を
起
こ
す

タ
イ
プ
や
、
爪
の
厚
み
が
増
し
爪
の
色
が
白
濁

し
た
り
、
黄
色
み
が
濃
く
な
っ
て
く
る
爪
水
虫

（
爪
白
癬
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
水
虫
は
完
全
に

治
療
を
し
な
い
と
治
り
に
く
く
、
家
族
な
ど
に

も
感
染
す
る
の
で
、
必
ず
皮
膚
科
を
受
診
し
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
外
反
母
趾
】

　足
の
親
指
の
付
け
根
が
内
側
に
せ
り
出
し
、

親
指
の
先
端
が
隣
の
第
二
趾
に
向
か
っ
て
曲
が

る
病
気
で
す
。
出
っ
張
っ
た
部
分
が
靴
に
当
た
っ

て
痛
む
の
が
最
初
の
症
状
で
、
進
行
す
る
に
つ

れ
親
指
に
力
が
入
ら
ず
、「
立
ち
に
く
さ
」
や
「
歩

き
に
く
さ
」
な
ど
足
の
機
能
に
影
響
が
出
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
足
首
や
膝
、
腰
な
ど
足
と
離

れ
た
部
位
に
痛
み
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　ヒ
ー
ル
や
パ
ン
プ
ス
な
ど
足
を
圧
迫
す
る
靴

の
影
響
も
あ
り
女
性
に
多
く
発
症
し
ま
す
が
、

最
近
で
は
足
の
筋
肉
の
未
発
達
が
原
因
で
小
中

学
生
な
ど
子
ど
も
の
発
症
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

―
外
反
母
趾
を
予
防
す
る
運
動
―

①
足
で
グ
ー
の
形
を
作
る
よ
う
に
両
足
の
指
を

閉
じ
て
丸
め
る

②
次
に
パ
ー
の
形
に
な
る
よ
う
指
を
広
げ
る

③
５
秒
間
静
止
し
て
、
グ
ー
の
形
に
戻
す

④
①
～
③
を
繰
り
返
す

靴
の
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

①
靴
の
長
さ
（
靴
先
に
余
裕
が
あ
り
、
運
動
時

に
つ
ま
先
が
靴
の
先
端
に
当
た
ら
な
い
）

②
靴
の
幅
（
か
か
と
か
ら
甲
が
足
に
合
い
、
運

動
時
に
左
右
に
ず
れ
な
い
）

③
靴
先
部
分
に
足
の
指
が
十
分
に
動
か
せ
る
ゆ

と
り
が
あ
る

　

④
圧
迫
感
や
不
快
感
が
な
い

⑤
足
の
指
が
曲
が
る
位
置
で
屈
曲
す
る

⑥
足
が
し
っ
か
り
固
定
で
き
、
か
か
と
が
ず
れ

た
り
前
に
足
が
移
動
し
な
い
（
ひ
も
靴
や
マ
ジ
ッ

ク
テ
ー
プ
で
と
め
る
タ
イ
プ
が
望
ま
し
い
）

健
康
の

達
人

み
ん
な
で
目
指
そ
う
!!

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
で
す
！

「
足
も
と
」か
ら
の
健
康
づ
く
り
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大
寒
の
言
葉
通
り
、
冷
え
込

ん
だ
朝
で
す
。
歩
く
と
足
元
が
バ

リ
バ
リ
と
薄
氷
を
割
る
よ
う
な
音

が
す
る
。
気
を
つ
け
な
い
と
滑
り

そ
う
な
道
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
、

集
合
場
所
へ
向
か
っ
た
。
今
日
は

今
年
初
め
て
の
、
村
の
女
性
軍
が

集
ま
る
「
お
茶
っ
こ
」
の
会
で
す
。

時
間
に
な
っ
て
村
の
通
り
に
出
る

と
あ
ち
こ
ち
の
軒
先
か
ら
顔
が
出

て
、「
今
年
も
よ
ろ
し
く
」
と
挨

拶
を
交
わ
し
な
が
ら
集
ま
っ
て
き

ま
す
。

今
回
は
、
天
狗
の
館
へ
行
き
ま

す
。
送
迎
の
バ
ス
が
あ
る
た
め
気

軽
に
参
加
で
き
る
事
も
あ
り
、
補

助
席
が
必
要
な
程
の
人
た
ち
が

集
ま
り
、
に
ぎ
や
か
な
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
元
気
な
笑
顔
が
そ
ろ
っ

て
、
一
服
の
お
茶
を
飲
み
、
お
風

呂
に
は
い
り
ま
し
た
。
寒
い
時
期

の
お
風
呂
は
何
よ
り
の
ご
馳
走
で

す
。
肩
こ
り
が
治
る
か
も
。
ゆ
っ

く
り
入
っ
て
か
ら
昼
食
を
済
ま

せ
、
横
に
な
っ
て
話
し
た
り
、
輪

に
な
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り

皆
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

二
回
目
の
「
お
茶
っ
こ
」
は
お

彼
岸
の
頃
に
、皆
さ
ん
手
作
り
で
、

味
自
慢
の
漬
物
や
煮
物
、
サ
ラ
ダ

な
ど
を
片
手
に
村
の
公
会
堂
に

集
ま
り
、
や
し
ょ
う
ま
作
り
で
し

た
。こ

の
村
で
何
十
年
も
暮
ら
し
、

気
心
の
知
れ
た
人
達
と
、
お
互
い

に
体
の
事
を
気
遣
っ
た
り
、
近
況

を
報
告
し
合
っ
た
り
と
、
声
を
掛

け
合
え
る
、
そ
ん
な
仲
間
に
私
も

入
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
嬉
し
い。

数
日
前
に
近
所
の
幼
馴
染
が

「
父
ち
ゃ
ん
が
わ
か
さ
ぎ
を
沢
山

捕
っ
て
き
た
か
ら
食
べ
て
」
と
持
っ

て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
早
速
そ
の

日
の
夕
食
は
天
ぷ
ら
に
し
て
ご
馳

走
に
な
り
ま
し
た
。
子
持
ち
で
美

味
し
かっ
た
で
す
。

今
日
は
、
友
達
が
冬
越
し
の
甘

い
ス
ノ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
を
「
今
掘
っ

た
か
ら
食
べ
て
」
と
、
畑
か
ら
そ

の
ま
ま
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

私
の
作
っ
た
人
参
よ
り
も
大
き
く

て
サ
ラ
ダ
に
し
た
り
、
カ
レ
ー
に

入
れ
た
り
と
美
味
し
く
て
、
感
謝

で
す
。私は

、
大
阪
で
生
活
し
て
い

ま
し
た
が
新
興
住
宅
で
あ
っ
た
た

め
、
顔
も
知
ら
な
い
人
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
人
と

の
か
か
わ
り
方
が
違
う
よ
う
で

す
。日

本
綜
合
研
究
所
の
デ
ー
タ
ー

に
よ
る
と
、
長
野
県
に
住
ん
で
い

る
人
は
、
平
均
寿
命
が
男
女
共

に
日
本
で一
番
長
く
、
幸
福
度
ラ

ン
キ
ン
グ
も
日
本
で一
番
だ
と
い

う
。
長
野
県
に
住
む
人
は
、
幸

福
を
感
じ
て
毎
日
を
過
ご
し
、

長
生
き
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

私
も
、
こ
う
し
て
周
り
の
人
達

と
楽
し
く
か
か
わ
っ
て
、
穏
や
か

な
毎
日
を
過
ご
せ
、
年
を
捕
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
幸

せ
な
の
か
な
？
。
私
は
長
生
き
す

る
か
も
ね
。(

笑)
(

Ｈ)

馬頭観世音像・碑（文字）
馬頭観音像、碑（文字）は信濃町では最も多い石仏。各集落、路傍に点々と見られ、親し
まれている。
馬頭観音は観音菩薩の変化の一つとされ、頭上に戴く馬（宝馬、馬頭）が四方を駆けて威
力を発揮する強い仏という。馬頭から連想して、初め動物全般の、やがて馬の霊を供養する
観音になった。「馬頭観音菩薩」ともいい、一般に「馬頭観音」とよばれるが文字碑と像がある。
文字碑よりも像碑のほうが古い部類に属し、江戸中期頃のものは像が主であった。しかし、
時代が下がるにつれ、像容を簡略化し、様式化してきている。例えば、本来は三顔忿怒相で
あるものが一顔で温和な観音像になっている。江戸後期になると、馬頭観音が増加し、文字
が増えてくる。供養碑としての碑の建立は費用の点から像よりも簡単に刻める文字碑になり、
飼育数の増えた明治以降、昭和30年代までは、動力源、堆肥源として農家のほとんどが飼育
していたので、不幸馬に対しての霊を慰めるために碑を建て供養に努めた。
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わ
か
さ
ぎ
釣
り
教
室

野
尻
湖
支
館

　３
月
20
日(

木)

、
野
尻
湖
に
て
、
児

童
・
保
護
者
の
方
を
対
象
に
わ
か
さ

ぎ
釣
り
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
悪
天
候
で
し
た
が
、

船
の
中
で
は
『
ど
う
し
た
ら
釣
れ
る

か
』
と
工
夫
を
し
な
が
ら
楽
し
く
釣

り
を
学
習
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

３
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）

に
富
士
里
支
館
に
於
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
色
々
な
手
作
り
の
力

作
が
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は

舞
踊
、
楽
器
演
奏
、
ダ
ン
ス
や
毎

年
恒
例
の
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
演
劇
で
多
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

や
ま
び
こ
学
級

古
間
支
館

２
月
16
日
（
日
）
に
野
尻
湖
で
、

わ
か
さ
ぎ
釣
り
教
室
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
わ
か
さ
ぎ
だ
け
で
な

く
、
ひ
め
ま
す
な
ど
も
釣
れ
お
家

へ
の
お
み
や
げ
に
な
り
ま
し
た
。

第
４
回
く
ろ
ひ
め
学
級

柏
原
支
館

３
月
１
日
（
土
）
に
高
齢
者
の

学
習
の
場
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的

に
須
坂
の
「
豪
商
の
館
田
中
本
家

博
物
館
」
と
「
湯
っ
蔵
ん
ど
」
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
日
頃
の
疲
れ

を
癒
し
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

☆
教
場	

長
岡

　弘
樹

☆
去
年
の
冬
、
き
み
と
別
れ

	
中
村

　文
則

☆
聖
な
る
怠
け
者
の
冒
険

	
森
見
登
美
彦

☆
と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
風
太
郎

	

万
城
目

　学

☆
昨
夜
の
カ
レ
ー
、
明
日
の
パ
ン

	

木
皿

　
　泉

☆
ラ
ン
チ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん

	

柚
木

　麻
子

☆
神
様
の
カ
ル
テ
３

	

夏
川

　草
介

☆
百
瀬
、
こ
っ
ち
を
向
い
て

	

中
田

　永
一

　み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
５

月
に
な
り
ま
し
た
。
新
緑
の
ま

ぶ
し
い
季
節
で
す
。
牛
た
ち
も

放
牧
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
知
っ
て
ま
し
た
か
？
牛

も
、
う
れ
し
い
と
は
し
ゃ
ぐ
の

で
す
よ
！
牛
舎
か
ら
外
に
出
し

て
あ
げ
る
と
き
や
、
牛
舎
の
敷

料
を
交
換
し
新
品
の
気
持
ち
良

い
牛
床
に
な
る
と
、
牛
は
体
全

体
を
使
っ
て
う
れ
し
さ
を
表
現

し
ま
す
。
ロ
デ
オ
の
牛
の
よ
う

に
飛
び
跳
ね
た
り
、
盛
ら
れ
て

い
る
お
が
粉
（
敷
料
）
を
振
り

ま
い
た
り
し
て
、
ま
る
で
水
遊

び
を
す
る
子
供
の
よ
う
で
す
。

若
い
牛
ほ
ど
喜
び
の
表
現
力
は

豊
か
で
す
。
大
人
の
牛
に
な
る

ほ
ど
、
落
ち
着
き
ま
す
。
人
も

同
じ
で
す
ね
！

　今
回
の
家
畜
診
療
所
通
信

は
、「
狂
犬
病
」
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
春
の
狂
犬
病

予
防
接
種
は
済
み
ま
し
た
か
？

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
犬

の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す

よ
！　で

も
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

「
狂
犬
病
」
と
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
で
す
。
名
前
こ

そ
「
犬
が
狂
う
病
」
で
す
が
、

人
を
含
む
哺
乳
類
す
べ
て
に
感

染
し
ま
す
。
で
も
、
人
へ
感
染

さ
せ
る
動
物
の
ほ
と
ん
ど
が
犬

な
の
で
す
。

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
く
し
ゃ
み
な
ど
で
感
染
が

広
が
り
ま
す
が
、
狂
犬
病
ウ
イ

ル
ス
は
、
主
に
犬
な
ど
の
唾
液

腺
で
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
す
る
た

め
、
唾
液
に
多
く
の
ウ
イ
ル
ス

が
入
っ
て
い
ま
す
。
噛
ま
れ
た

り
、
舐
め
ら
れ
た
り
し
て
傷
口

が
で
き
、
そ
の
傷
口
に
ウ
イ
ル

ス
が
入
る
と
感
染
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入

っ
て
も
、発
症
（
症
状
が
出
る
）

す
る
前
に
治
療
が
で
き
れ
ば
何

と
か
助
か
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
が
、
も
し
発
症
し
て
し
ま

う
と
99
・
99
％
の
人
が
死
亡
し

て
し
ま
う
と
い
う
恐
ろ
し
い
病

気
な
の
で
す
。

　日
本
は
１
９
５
６
年
以
来
、

国
内
で
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
海
外
で
は
ご
く
あ
り
ふ
れ

た
病
気
な
の
で
す
。
世
界
で

は
、
年
間
５
万
人
も
の
方
が
狂

犬
病
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。
近
年
は
人
の
交
流
や
物

流
が
盛
ん
な
の
で
、
い
つ
海
外

か
ら
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が
日
本

に
は
い
て
き
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
す
。

　で
も
、
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
を

ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
接
種
し
て
お
け

ば
、
も
し
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が

国
内
に
入
っ
て
き
て
も
、
感
染

が
拡
大
し
た
り
人
に
感
染
す
る

こ
と
が
防
げ
る
の
で
す
。
ワ
ン

ち
ゃ
ん
を
狂
犬
病
か
ら
守
り
、

犬
を
飼
っ
て
い
る
者
と
し
て
の

社
会
に
対
す
る
責
務
と
し
て

も
、
必
ず
狂
犬
病
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

春になったうれしさ（？）で、飛びまわる！

獣医師：清水達夫

北部衛生センターは、可燃ごみ、可燃性粗大ごみを

受け入れる施設です。建築廃材などの産業廃棄

物の受け入れはできません。

■受入日　月曜日から金曜日の平日　5月6日（祝）、

9月15日（祝）、12月29日は、休日でも受け入れし

ます。

■受入時間　午前9時～午後4時30分

■受入料金　10㎏につき130円

■受入ごみ　◎可燃ごみ　生ごみ、紙くず、皮革類、衣

類、選定枝、紙おむつ（汚物は取り除く。）など

◎可燃性粗大ごみ　カーペット、ふとん類、木製の家

具・机・棚、畳などで金具や鏡は取り外してください。

可燃性粗大ごみを持ち込む時は、事前に電話での連絡

をお願いします。

■持ち込みできないごみ

リサイクルされる資源物、

容器包装プラ、新聞紙、ダ

ンボール、雑誌、ペットボ

トル、発砲スチロールなど

は、収集日に集積所へ出し

てください。/容器包装

でない大きなプラスチック類は、枡形不燃物最終処分

場に持ち込んでください。/農業用資材のビニールシー

ト、マルチ、あぜシート、肥料袋、農薬容器は、ながの農

協で春・秋の２回、有料で収集していますので、その機

会にお出しください。　

北部衛生センターへ持ち込みされる皆さまへ

 可燃ごみの持ち込み方法にご注意ください

問　北部衛生センター　☎ (255)2560　　信濃町役場 住民福祉課 環境係　☎ (255)5924
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足
は
「
第
二
の
心
臓
」

　肺
に
吸
い
込
ん
だ
酸
素
は
、
心
臓
の
ポ
ン
プ

作
用
で
全
身
に
送
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
心
臓

か
ら
最
も
遠
い
位
置
に
あ
る
足
に
は
、
こ
の
ポ

ン
プ
作
用
が
十
分
に
及
び
ま
せ
ん
。

　そ
こ
で
大
切
な
の
が
「
歩
く
こ
と
」
。
歩
行

に
よ
り
足
の
筋
肉
が
伸
縮
す
る
こ
と
で
血
管
を

し
ぼ
る
よ
う
に
し
て
血
液
を
押
し
上
げ
、
心
臓

に
送
り
返
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

足
は
「
第
二
の
心
臓
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

足
へ
の
負
担
は
想
像
以
上
！

　現
代
人
は
１
日
に
平
均
６
・
５
㎞
（
約

７
５
０
０
歩
）
歩
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
計

算
す
る
と
、
一
生
の
う
ち
に
地
球
を
４
周
も
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
歩
行
時
、
足
に
は
静
止
体
重
の
１
・
２
倍

の
負
荷
が
か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

体
重
60
㎏
の
人
の
場
合
、
１
歩
ご
と
に
片
足
に

72
㎏
の
重
み
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
速
足
で
は
片
足
81
㎏
）
。
１
日
に
換
算
す

る
と
、
両
足
延
べ
540
ト
ン
も
の
負
荷
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
ジ
ャ
ン
ボ
機
以

上
の
重
さ
で
す
。

甘
く
見
て
は
い
け
な
い
！

足
の
ト
ラ
ブ
ル

【
靴
ず
れ
・
ま
め
】

　足
に
合
わ
な
い
靴
を
履
く
こ
と
な
ど
に
よ
り

靴
が
擦
れ
て
、
足
の
皮
膚
が
破
れ
た
り
、
水
ぶ

く
れ
が
で
き
る
状
態
で
す
。
靴
の
大
き
さ
だ
け

で
な
く
靴
の
形
や
種
類
、
ま
た
靴
下
の
厚
さ
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

【
た
こ
・
魚
の
目
（
鶏
眼
）】

　ど
ち
ら
も
皮
膚
が
繰
り
返
し
圧
迫
さ
れ
、
皮

膚
の
角
質
が
増
殖
し
て
厚
く
な
っ
た
状
態
で

す
。
た
こ
は
皮
膚
の
表
面
に
向
か
っ
て
半
球
状

に
厚
く
な
り
、
押
し
て
も
あ
ま
り
痛
み
が
あ
り

ま
せ
ん
。
魚
の
目
は
深
部
に
向
か
っ
て
円
錐
状

に
入
り
込
み
、
押
す
と
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
両
方
と
も
む
や
み
に
削
っ
た
り
、

薬
を
つ
け
た
り
す
る
と
出
血
や
化
膿
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
た
こ
は
ウ
ィ
ル
ス
性
い

ぼ
と
区
別
が
つ
き
に
く
い
た
め
、
自
己
判
断
せ

ず
皮
膚
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
水
虫
（
白
癬
）】

　足
の
指
の
間
に
よ
く
見
ら
れ
、
赤
く
ジ
ュ
ク

ジ
ュ
ク
に
な
っ
て
皮
が
む
け
た
り
、
白
く
ふ
や

け
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
か
か
と
を
中

心
に
皮
膚
が
厚
く
な
り
、
ひ
び
割
れ
を
起
こ
す

タ
イ
プ
や
、
爪
の
厚
み
が
増
し
爪
の
色
が
白
濁

し
た
り
、
黄
色
み
が
濃
く
な
っ
て
く
る
爪
水
虫

（
爪
白
癬
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
水
虫
は
完
全
に

治
療
を
し
な
い
と
治
り
に
く
く
、
家
族
な
ど
に

も
感
染
す
る
の
で
、
必
ず
皮
膚
科
を
受
診
し
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
外
反
母
趾
】

　足
の
親
指
の
付
け
根
が
内
側
に
せ
り
出
し
、

親
指
の
先
端
が
隣
の
第
二
趾
に
向
か
っ
て
曲
が

る
病
気
で
す
。
出
っ
張
っ
た
部
分
が
靴
に
当
た
っ

て
痛
む
の
が
最
初
の
症
状
で
、
進
行
す
る
に
つ

れ
親
指
に
力
が
入
ら
ず
、「
立
ち
に
く
さ
」
や
「
歩

き
に
く
さ
」
な
ど
足
の
機
能
に
影
響
が
出
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
足
首
や
膝
、
腰
な
ど
足
と
離

れ
た
部
位
に
痛
み
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　ヒ
ー
ル
や
パ
ン
プ
ス
な
ど
足
を
圧
迫
す
る
靴

の
影
響
も
あ
り
女
性
に
多
く
発
症
し
ま
す
が
、

最
近
で
は
足
の
筋
肉
の
未
発
達
が
原
因
で
小
中

学
生
な
ど
子
ど
も
の
発
症
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

―
外
反
母
趾
を
予
防
す
る
運
動
―

①
足
で
グ
ー
の
形
を
作
る
よ
う
に
両
足
の
指
を

閉
じ
て
丸
め
る

②
次
に
パ
ー
の
形
に
な
る
よ
う
指
を
広
げ
る

③
５
秒
間
静
止
し
て
、
グ
ー
の
形
に
戻
す

④
①
～
③
を
繰
り
返
す

靴
の
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

①
靴
の
長
さ
（
靴
先
に
余
裕
が
あ
り
、
運
動
時

に
つ
ま
先
が
靴
の
先
端
に
当
た
ら
な
い
）

②
靴
の
幅
（
か
か
と
か
ら
甲
が
足
に
合
い
、
運

動
時
に
左
右
に
ず
れ
な
い
）

③
靴
先
部
分
に
足
の
指
が
十
分
に
動
か
せ
る
ゆ

と
り
が
あ
る

　

④
圧
迫
感
や
不
快
感
が
な
い

⑤
足
の
指
が
曲
が
る
位
置
で
屈
曲
す
る

⑥
足
が
し
っ
か
り
固
定
で
き
、
か
か
と
が
ず
れ

た
り
前
に
足
が
移
動
し
な
い
（
ひ
も
靴
や
マ
ジ
ッ

ク
テ
ー
プ
で
と
め
る
タ
イ
プ
が
望
ま
し
い
）

健
康
の

達
人

み
ん
な
で
目
指
そ
う
!!

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
で
す
！

「
足
も
と
」か
ら
の
健
康
づ
く
り
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富士里・落影・馬頭観世音像

見て!  釣れたよ♪

▶
一
茶
さ
ん
と
ハ
イ
チ
ー
ズ

楽しかったね!  来年も頑張るぞ!!

古間・諏訪の原・道標と馬頭観世音碑 柏原・新町・馬頭観世音像

新
着
図書

第
39
回
富
士
里
地
区
文
化
展▲似てるかなぁ…

▲石橋の獅子舞

▲大物 釣れたよ！

▲みんなで懇親会

▲くろひめ学級の皆勤表彰

▲真剣に見ています

▲かわいいカエル

▲フラワーアレンジメント

▲太極拳で健康増進

▲「あまちゃん」のダンスで大盛上り

▲みんなでニッコリ



駒　村　久　芳
宮　川　ヒ　デ
山　田　敏　彦
田　辺　洋　介
中　村　やよい
佐　藤　武　俊

社 会 教 育 委 員人権教育指導委員

柏 原 支 館

富 士 里 支 館

各 館 担 当 主 事

社会スポーツ担当

信 濃 町 公 民 館

野 尻 湖 支 館

古 間 支 館

スポーツ推進委員

平成26年度公民館事業を担う皆さん

○信濃町公民館長
　　池　田　昭二郎
○柏原支館長（副館長）
　　黒　田　美代子
○野尻湖支館長（副館長）
　　松　木　政　衛
○古間支館長（副館長）
　　雪　入　勝　彦
○富士里支館長（副館長）
　　木　村　勝　美

○副支館長
　　小　林　邦　夫
○専門委員
　　中　沢　亮　一
　　外　谷　　　恵
　　竹　内　洋　子
　　丸　山　尚　子
　　清　水　善　茂
　　竹　内　利　一
　　小　林　康　文
　　澤　田　元　久
　　池　田　由利子

○副支館長
　　北　村　秋　敏
○専門委員
　　早　川　廣　子
　　上　野　惠　子
　　安　田　智　見
　　堀　内　健　次
　　下　平　　　操
　　大　橋　初　子
　　佐　藤　　　恵
　　佐　藤　克　之
　　宮　川　健　治

○副支館長
　　関　塚　正　彦
○専門委員
　　小　林　茂　昭
　　西　方　秀　行
　　入　岡　由美子
　　静　谷　　　誠
　　北　田　裕　子
　　北　川　静　子
　　羽入田　初　恵
　　小　林　大　徳
　　小　林　公　子

小　林　昭　一
今　井　　　正
竹　島　典　子
福　澤　慶　子
岡　田　あずさ
落　合　侑　希
佐　藤　翔　馬

○副支館長
　　二本松　三　男
○専門委員
　　清　水　岳　美
　　相　澤　道　雄
　　出　浦　智　信
　　松　坂　秀　樹
　　小　林　将　登
　　レンティング弘子
　　山　口　利　子
　　戸　田　澄　江
　　水　沢　けさ江

○総合体育館　　　　　　　永　原　　　明

小　林　　　裕
大　澤　一　郎
松　村　　　修
須　坂　昭　雄

○専門委員
　　八　條　康　子
　　中　村　雄　一
　　矢　野　　　薫
　　湯　澤　　　聡
　　中　村　惠　子
　　恒　谷　美恵子

○公民館本館　　　　　　　風　間　睦　男
○野尻湖・柏原支館　　　　渋　沢　幸　男
○古間・富士里支館　　　　風　間　智　明

○人権教育／５月24日（土）

○くろひめ学級／年４回開催

　12月５日（金）１月10日（土）

　２月７日（土）３月７日（土）

○夏休み工作教室／７月26日（土）

○わんぱく教室／９月６日（土）

○ウィンタースポーツ大会／１月25日（日）

○手打ちそば講習会／ 12月13日（土）

○ＯＢ野球大会／６月29日（日）

○第36回文化展／ 10月25日（土）・26日（日）

○第24回長野県市町村対抗駅伝競走大会

／４月29日（祝・火）

○第11回町民スポーツフェスティバル

／ 10月12日（日）

○第27回小学生マラソン大会／６月８日（日）

○第34回町駅伝大会

○県民スポーツフェスティバル2014 ／ 10月中旬

○町民体力テスト会／７月中旬

○スポーツ推進杯ドッヂボール大会

／３月上～中旬

○各種スポーツ教室及び講師派遣

○生涯学習フェスティバル／６月28日（土）

○信濃町成人式／８月15日（金）

○やまなみ大学

／８月１日（金）・６日（水）・９日（土）（予定）

○文化財探訪／６月・10月（予定）

○町ＰＴＡ研究集会への協力・支援

○人権組推進委員研修会／５月24日（土）

○公民館報の発行／発行日…隔月初日

○家庭教育支援講演会

○各種グループの育成

○公民館職員会・主事会

○図書室の充実

○おらが学級／年６回

　６月３日（火）・７月12日（土）・８月２日（土）

　９月17日（水）・10月７日（火）・11月15日（土）

○そば打ち／ 12月13日（土）

○第37回文化祭／ 11月１日（土）・２日（日）

○図書活動　各種集団育成

○人権同和教育／５月24日（土）

○そば打ちしめ縄講習会／ 12月13日（土）

○やまびこ学級／２月中旬～３月上旬

○ふるさと学級／年６回　11講座

○風の子学級／５月31日（土）・７月19日（土）

○第39回きのこ展／ 10月４日（土）・５日（日）

○第40回文化展／２月28日（土）・３月１日（日）

○各種講座・講習会（随時）

○人権教育事業／５月24日（土）

○ふれあい学級／１月31日（土）

○人権教育事業／５月24日（土）

○野尻保育園交流事業／年３回

○第35回野尻湖キャンプ

／７月12日（土）・13日（日）　

○わかさぎ釣り教室／３月20日（金）

○第36回文化祭／ 11月22日（土）・23日（日）

○手打ち蕎麦こねこね教室／２月21日（土）

○料理教室・出前講座／９月３日（水）

○北信めぐり／ 10月16日（木）

○野尻湖支館絵画教室／予定

平成26年度
公民館事業計画

　結婚式の貸衣裳を行っています。留

袖、帯、草履・バッグ、モーニング等

をお貸しします。希望される方は、電

話で係員と日時等打ち合わせの上、お

出掛下さい。詳しいことは信濃町公民

館までお問い合わせ下さい。

　　　　　　　　（電話255－3135）

公民館貸衣裳委員会からのお知らせ

　み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
５

月
に
な
り
ま
し
た
。
新
緑
の
ま

ぶ
し
い
季
節
で
す
。
牛
た
ち
も

放
牧
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
知
っ
て
ま
し
た
か
？
牛

も
、
う
れ
し
い
と
は
し
ゃ
ぐ
の

で
す
よ
！
牛
舎
か
ら
外
に
出
し

て
あ
げ
る
と
き
や
、
牛
舎
の
敷

料
を
交
換
し
新
品
の
気
持
ち
良

い
牛
床
に
な
る
と
、
牛
は
体
全

体
を
使
っ
て
う
れ
し
さ
を
表
現

し
ま
す
。
ロ
デ
オ
の
牛
の
よ
う

に
飛
び
跳
ね
た
り
、
盛
ら
れ
て

い
る
お
が
粉
（
敷
料
）
を
振
り

ま
い
た
り
し
て
、
ま
る
で
水
遊

び
を
す
る
子
供
の
よ
う
で
す
。

若
い
牛
ほ
ど
喜
び
の
表
現
力
は

豊
か
で
す
。
大
人
の
牛
に
な
る

ほ
ど
、
落
ち
着
き
ま
す
。
人
も

同
じ
で
す
ね
！

　今
回
の
家
畜
診
療
所
通
信

は
、「
狂
犬
病
」
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
春
の
狂
犬
病

予
防
接
種
は
済
み
ま
し
た
か
？

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
犬

の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す

よ
！　で

も
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

「
狂
犬
病
」
と
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
で
す
。
名
前
こ

そ
「
犬
が
狂
う
病
」
で
す
が
、

人
を
含
む
哺
乳
類
す
べ
て
に
感

染
し
ま
す
。
で
も
、
人
へ
感
染

さ
せ
る
動
物
の
ほ
と
ん
ど
が
犬

な
の
で
す
。

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
く
し
ゃ
み
な
ど
で
感
染
が

広
が
り
ま
す
が
、
狂
犬
病
ウ
イ

ル
ス
は
、
主
に
犬
な
ど
の
唾
液

腺
で
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
す
る
た

め
、
唾
液
に
多
く
の
ウ
イ
ル
ス

が
入
っ
て
い
ま
す
。
噛
ま
れ
た

り
、
舐
め
ら
れ
た
り
し
て
傷
口

が
で
き
、
そ
の
傷
口
に
ウ
イ
ル

ス
が
入
る
と
感
染
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入

っ
て
も
、発
症
（
症
状
が
出
る
）

す
る
前
に
治
療
が
で
き
れ
ば
何

と
か
助
か
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
が
、
も
し
発
症
し
て
し
ま

う
と
99
・
99
％
の
人
が
死
亡
し

て
し
ま
う
と
い
う
恐
ろ
し
い
病

気
な
の
で
す
。

　日
本
は
１
９
５
６
年
以
来
、

国
内
で
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
海
外
で
は
ご
く
あ
り
ふ
れ

た
病
気
な
の
で
す
。
世
界
で

は
、
年
間
５
万
人
も
の
方
が
狂

犬
病
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。
近
年
は
人
の
交
流
や
物

流
が
盛
ん
な
の
で
、
い
つ
海
外

か
ら
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が
日
本

に
は
い
て
き
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
す
。

　で
も
、
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
を

ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
接
種
し
て
お
け

ば
、
も
し
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が

国
内
に
入
っ
て
き
て
も
、
感
染

が
拡
大
し
た
り
人
に
感
染
す
る

こ
と
が
防
げ
る
の
で
す
。
ワ
ン

ち
ゃ
ん
を
狂
犬
病
か
ら
守
り
、

犬
を
飼
っ
て
い
る
者
と
し
て
の

社
会
に
対
す
る
責
務
と
し
て

も
、
必
ず
狂
犬
病
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

春になったうれしさ（？）で、飛びまわる！

獣医師：清水達夫

北部衛生センターは、可燃ごみ、可燃性粗大ごみを

受け入れる施設です。建築廃材などの産業廃棄

物の受け入れはできません。

■受入日　月曜日から金曜日の平日　5月6日（祝）、

9月15日（祝）、12月29日は、休日でも受け入れし

ます。

■受入時間　午前9時～午後4時30分

■受入料金　10㎏につき130円

■受入ごみ　◎可燃ごみ　生ごみ、紙くず、皮革類、衣

類、選定枝、紙おむつ（汚物は取り除く。）など

◎可燃性粗大ごみ　カーペット、ふとん類、木製の家

具・机・棚、畳などで金具や鏡は取り外してください。

可燃性粗大ごみを持ち込む時は、事前に電話での連絡

をお願いします。

■持ち込みできないごみ

リサイクルされる資源物、

容器包装プラ、新聞紙、ダ

ンボール、雑誌、ペットボ

トル、発砲スチロールなど

は、収集日に集積所へ出し

てください。/容器包装

でない大きなプラスチック類は、枡形不燃物最終処分

場に持ち込んでください。/農業用資材のビニールシー

ト、マルチ、あぜシート、肥料袋、農薬容器は、ながの農

協で春・秋の２回、有料で収集していますので、その機

会にお出しください。　

北部衛生センターへ持ち込みされる皆さまへ

 可燃ごみの持ち込み方法にご注意ください

問　北部衛生センター　☎ (255)2560　　信濃町役場 住民福祉課 環境係　☎ (255)5924
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足
は
「
第
二
の
心
臓
」

　肺
に
吸
い
込
ん
だ
酸
素
は
、
心
臓
の
ポ
ン
プ

作
用
で
全
身
に
送
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
心
臓

か
ら
最
も
遠
い
位
置
に
あ
る
足
に
は
、
こ
の
ポ

ン
プ
作
用
が
十
分
に
及
び
ま
せ
ん
。

　そ
こ
で
大
切
な
の
が
「
歩
く
こ
と
」
。
歩
行

に
よ
り
足
の
筋
肉
が
伸
縮
す
る
こ
と
で
血
管
を

し
ぼ
る
よ
う
に
し
て
血
液
を
押
し
上
げ
、
心
臓

に
送
り
返
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

足
は
「
第
二
の
心
臓
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

足
へ
の
負
担
は
想
像
以
上
！

　現
代
人
は
１
日
に
平
均
６
・
５
㎞
（
約

７
５
０
０
歩
）
歩
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
計

算
す
る
と
、
一
生
の
う
ち
に
地
球
を
４
周
も
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
歩
行
時
、
足
に
は
静
止
体
重
の
１
・
２
倍

の
負
荷
が
か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

体
重
60
㎏
の
人
の
場
合
、
１
歩
ご
と
に
片
足
に

72
㎏
の
重
み
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
速
足
で
は
片
足
81
㎏
）
。
１
日
に
換
算
す

る
と
、
両
足
延
べ
540
ト
ン
も
の
負
荷
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
ジ
ャ
ン
ボ
機
以

上
の
重
さ
で
す
。

甘
く
見
て
は
い
け
な
い
！

足
の
ト
ラ
ブ
ル

【
靴
ず
れ
・
ま
め
】

　足
に
合
わ
な
い
靴
を
履
く
こ
と
な
ど
に
よ
り

靴
が
擦
れ
て
、
足
の
皮
膚
が
破
れ
た
り
、
水
ぶ

く
れ
が
で
き
る
状
態
で
す
。
靴
の
大
き
さ
だ
け

で
な
く
靴
の
形
や
種
類
、
ま
た
靴
下
の
厚
さ
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

【
た
こ
・
魚
の
目
（
鶏
眼
）】

　ど
ち
ら
も
皮
膚
が
繰
り
返
し
圧
迫
さ
れ
、
皮

膚
の
角
質
が
増
殖
し
て
厚
く
な
っ
た
状
態
で

す
。
た
こ
は
皮
膚
の
表
面
に
向
か
っ
て
半
球
状

に
厚
く
な
り
、
押
し
て
も
あ
ま
り
痛
み
が
あ
り

ま
せ
ん
。
魚
の
目
は
深
部
に
向
か
っ
て
円
錐
状

に
入
り
込
み
、
押
す
と
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
両
方
と
も
む
や
み
に
削
っ
た
り
、

薬
を
つ
け
た
り
す
る
と
出
血
や
化
膿
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
た
こ
は
ウ
ィ
ル
ス
性
い

ぼ
と
区
別
が
つ
き
に
く
い
た
め
、
自
己
判
断
せ

ず
皮
膚
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
水
虫
（
白
癬
）】

　足
の
指
の
間
に
よ
く
見
ら
れ
、
赤
く
ジ
ュ
ク

ジ
ュ
ク
に
な
っ
て
皮
が
む
け
た
り
、
白
く
ふ
や

け
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
か
か
と
を
中

心
に
皮
膚
が
厚
く
な
り
、
ひ
び
割
れ
を
起
こ
す

タ
イ
プ
や
、
爪
の
厚
み
が
増
し
爪
の
色
が
白
濁

し
た
り
、
黄
色
み
が
濃
く
な
っ
て
く
る
爪
水
虫

（
爪
白
癬
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
水
虫
は
完
全
に

治
療
を
し
な
い
と
治
り
に
く
く
、
家
族
な
ど
に

も
感
染
す
る
の
で
、
必
ず
皮
膚
科
を
受
診
し
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
外
反
母
趾
】

　足
の
親
指
の
付
け
根
が
内
側
に
せ
り
出
し
、

親
指
の
先
端
が
隣
の
第
二
趾
に
向
か
っ
て
曲
が

る
病
気
で
す
。
出
っ
張
っ
た
部
分
が
靴
に
当
た
っ

て
痛
む
の
が
最
初
の
症
状
で
、
進
行
す
る
に
つ

れ
親
指
に
力
が
入
ら
ず
、「
立
ち
に
く
さ
」
や
「
歩

き
に
く
さ
」
な
ど
足
の
機
能
に
影
響
が
出
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
足
首
や
膝
、
腰
な
ど
足
と
離

れ
た
部
位
に
痛
み
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　ヒ
ー
ル
や
パ
ン
プ
ス
な
ど
足
を
圧
迫
す
る
靴

の
影
響
も
あ
り
女
性
に
多
く
発
症
し
ま
す
が
、

最
近
で
は
足
の
筋
肉
の
未
発
達
が
原
因
で
小
中

学
生
な
ど
子
ど
も
の
発
症
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

―
外
反
母
趾
を
予
防
す
る
運
動
―

①
足
で
グ
ー
の
形
を
作
る
よ
う
に
両
足
の
指
を

閉
じ
て
丸
め
る

②
次
に
パ
ー
の
形
に
な
る
よ
う
指
を
広
げ
る

③
５
秒
間
静
止
し
て
、
グ
ー
の
形
に
戻
す

④
①
～
③
を
繰
り
返
す

靴
の
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

①
靴
の
長
さ
（
靴
先
に
余
裕
が
あ
り
、
運
動
時

に
つ
ま
先
が
靴
の
先
端
に
当
た
ら
な
い
）

②
靴
の
幅
（
か
か
と
か
ら
甲
が
足
に
合
い
、
運

動
時
に
左
右
に
ず
れ
な
い
）

③
靴
先
部
分
に
足
の
指
が
十
分
に
動
か
せ
る
ゆ

と
り
が
あ
る

　

④
圧
迫
感
や
不
快
感
が
な
い

⑤
足
の
指
が
曲
が
る
位
置
で
屈
曲
す
る

⑥
足
が
し
っ
か
り
固
定
で
き
、
か
か
と
が
ず
れ

た
り
前
に
足
が
移
動
し
な
い
（
ひ
も
靴
や
マ
ジ
ッ

ク
テ
ー
プ
で
と
め
る
タ
イ
プ
が
望
ま
し
い
）

健
康
の

達
人

み
ん
な
で
目
指
そ
う
!!

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
で
す
！

「
足
も
と
」か
ら
の
健
康
づ
く
り
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の
期
待
が
膨
ら
む
中
、
発
掘

が
始
ま
り
ま
し
た
。
発
掘
が

進
む
に
つ
れ
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ

ウ
の
肋
骨
や
ヤ
ベ
オ
オ
ツ
ノ

ジ
カ
の
角
の
一
部
な
ど
大
型

哺
乳
類
の
化
石
が
続
々
と
出

土
し
ま
し
た
。
ま
た
石
器
と

み
ら
れ
る
石
も
見
つ
か
り
ま

し
た
。
今
回
の
発
掘
の
成
果

は
２
年
後
の
第
21
次
発
掘
の

前
ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
、
公

表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

野
尻
湖
発
掘
は
、

地
元
で
あ
る
野
尻
区

や
信
濃
町
と
野
尻
湖

発
掘
調
査
団
が
と
も

に
進
め
て
き
た
発
掘

で
す
。
今
回
も
地
元

の
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
り
無
事
に
発

掘
を
お
こ
な
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
、
厚

く
御
礼
言
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
26
年
３
月
20
日
か
ら

31
日
に
か
け
て
、
第
20
次
野

尻
湖
発
掘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
野
尻
湖
友
の
会
か
ら

１
９
２
名
の
会
員
が
集
い
、

発
掘
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
発
掘
は
、「
野
尻

湖
の
キ
ル
サ
イ
ト
（
狩
り
場
）

の
様
子
を
明
ら
か
に
し
よ
う
」

と
い
う
目
標
の
も
と
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
た
な
発
見
へ

野
尻
湖
の
キ
ル
サ
イ
ト
に
迫
る

第
20
次
野
尻
湖
発
掘
が
行
わ
れ
ま
し
た

３
月
20
日
～
31
日

○
新
潟
県
か
ら
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て

や
っ
て
き
た
、
学
齢
前
の
男

の
子
。
博
物
館
に
行
っ
た
後

で
、
ご
両
親
の
興
味
に
は
付

き
あ
い
き
れ
な
い
と
、
発
掘

現
場
に
入
る
こ
と
を
渋
っ
て

い
ま
し
た
。
湖
底
に
下
り
て

も
砂
で
遊
ん
だ
り
、石
を
拾
っ

て
み
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
と
き
ひ
と
つ
の
グ
リ
ッ

ド
（
野
尻
湖
の
発
掘
現
場
で

は
４
メ
ー
ト
ル
四
方
の
発
掘

区
画
）
で
は
ヤ
ベ
オ
オ
ツ
ノ

ジ
カ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
足

跡
化
石
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
男
の
子
は
水
際

に
近
い
と
こ
ろ
で
泥
の
上
に

足
跡
を
つ
け
、
お
母
さ
ん
は

靴
が
汚
れ
る
の
を
心
配
し
て

見
学
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
君
の
足
跡
は
博
物
館
で

見
た
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
や
ヤ
ベ

オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
の
足
跡
み
た

い
に
残
る
か
な
」
と
い
う
と
、

け
げ
ん
な
顔
を
し
て
い
ま
し

た
が
、「
足
跡
が
水
で
流
さ
れ

た
り
、
ほ
か
の
人
が
ま
た
踏

ん
だ
り
し
た
ら
君
の
足
跡
は

残
ら
な
い
よ
」
と
言
っ
て
、

４
万
年
前
の
ゾ
ウ
や
シ
カ
の

足
跡
が
野
尻
湖
で
今
も
残
り
、

そ
れ
を
ど
う
し
て
発
見
で
き

る
の
か
を
、
泥
に
つ
い
た
足

跡
を
見
な
が
ら
一
緒
に
話
し

ま
し
た
。
す
る
と
急
に
発
掘

現
場
に
向
か
い
、
の
ぞ
き
こ

み
、
わ
ず
か
な
砂
の
違
い
を

見
分
け
な
が
ら
、
丁
寧
に
足

跡
化
石
を
現
出
さ
せ
る
様
子

に
熱
中
し
は
じ
め
、「
ぼ
く
も

掘
っ
て
み
た
い
」。

　全
国
で
考
古
遺
跡
が
発
掘

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
野
尻
湖

の
よ
う
に
発
掘
期
間
中
見
学

で
き
る
と
こ
ろ
は
他
に
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
大
抵
は「
立

ち
入
り
禁
止
」
で
、
特
別
の

場
合
に
一
日
だ
け
「
現
地
説

明
会
」
が
開
か
れ
、
発
掘
さ

れ
た
遺
物
が
展
示
さ
れ
る
程

度
で
す
。
誰
も
が
参
加
で
き
、

誰
も
が
見
学
で
き
る
野
尻
湖

の
発
掘
の
こ
と
は
も
っ
と
沢

山
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

野
尻

　渡
部
義
就

○
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
は
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

当
初
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も
説

明
し
な
け
れ
ば
と
緊
張
し
な

が
ら
で
し
た
。
野
尻
湖
発
掘

は
毎
回
新
し
い
発
見
が
あ
る

の
で
、
今
は
自
分
で
も
見
た

い
知
り
た
い
気
持
ち
が
大
き

く
て
、
見
学
の
皆
さ
ん
に
説

明
す
る
と
言
う
よ
り
は
、
自

分
の
見
た
い
も
の
、
知
り
た

い
こ
と
を
現
場
の
先
生
方
、

発
掘
者
の
方
か
ら
見
学
者
と

一
緒
に
教
え
て
も
ら
い
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　僅
か
ヒ
ザ
く
ら
い
の
深
さ

で
も
４
万
年
前
の
地
層
で

あ
っ
た
り
、
ヤ
ベ
オ
オ
ツ
ノ

く
わ
入
れ
の

　願
い
を
託
し

　
　
　成
果
待
つ

薄
紙
を

　剥
ぐ
発
掘
に

　
　
　
　春
の
雪

野
尻
湖
の

　土
砂
跳
ね
削
っ
て

　
　
　
　
　石
器
掘
る

掘
り
当
て
た

　近
所
や
と
な
り

　
　
　
　
　皆
集
合

恒
例
の

　湖
底
発
掘

　
　
　砂
多
し

　
　
　
　発
掘
ガ
イ
ド

黒
田
久
作

発
掘
川
柳

○
地
そ
う
が
あ
さ
く
て
も
い
が

い
と
む
か
し
の
土
だ
っ
た
の
が

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
活
動
が
50

年
も
続
い
て
い
る
事
が
す
ご
い

と
思
い
ま
し
た
。	

（
小
学
生
）

○
シ
カ
の
足
あ
と
や
ホ
ネ
を
み

れ
て
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
さ

ん
か
し
た
い
で
す
。

（
長
野
市
・
小
学
生
）

○
１
つ
１
つ
て
い
ね
い
に
や
っ
て

い
た
か
ら
、
大
変
そ
う
だ
っ
た
。		

	

（
富
士
市
・
小
学
生
）

○
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に

ほ
っ
て
い
る
姿
に
ロ
マ
ン
を
か

ん
じ
ま
し
た
！	

（
中
学
生
）

○
と
て
も
近
く
か
ら
実
際
に
発

掘
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
体
験

を
し
た
と
思
う
。
こ
の
場
所
だ

け
た
く
さ
ん
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が

発
掘
さ
れ
る
の
が
不
思
議
だ
と

思
っ
た
。		

（
埼
玉
県
・
学
生
）

○
少
し
ず
つ
土
を
掘
り
お
こ
し

て
い
く
作
業
の
中
か
ら
、
何
万

年
前
も
の
世
界
が
分
か
っ
て
く

る
こ
と
は
す
ご
い
仕
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。（

小
金
井
市
・
一
般
）

○
人
類
の
知
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
と
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
夢
が

あ
っ
て
い
い
で
す
ね
。
知
的
欲

求
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
、
久
し
ぶ

り
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

（
岐
阜
市
・
一
般
）

○
誰
で
も
発
掘
で
き
る
と
い
う

の
に
驚
き
ま
し
た
。
子
供
の
頃

か
ら
野
尻
湖
発
掘
の
こ
と
は
聞

い
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
初

め
て
み
ま
し
た
。

（
新
潟
県
・
一
般
）

○
発
掘
の
現
場
で
は
、
皆
一
生

懸
命
に
作
業
し
て
い
て
、
一
体

感
が
あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
に
親
し
み
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（

一
般
）

○
案
内
ガ
イ
ド
の
説
明
で
よ
く

理
解
で
き
ま
し
た
。
発
掘
参
加

者
が
楽
し
く
作
業
を
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
良
か
っ
た
で
す
。				

（
信
濃
町
・
一
般
）

　今までに博物館で収蔵・収集したナウマンゾウやマンモス
ゾウ、マンモスのなかまであるトロゴンテリゾウなどの化石
を展示します。

	期　　間	　２０１４年４月２６日（土）～６月３０日（月）
	会　　場	　野尻湖ナウマンゾウ博物館３階　特別展示室

　博物館でゾウの骨にさわったり、昔の人が使ったのと同じ
ような石器をつくります。申込みは必要なく、この時間帯に
博物館前に来てください。

５月４日（日）　アジアゾウの骨をしらべよう
５月５日（月）　アジアゾウの骨をしらべよう
　―本物のアジアゾウの骨をつかって、
　　　　　骨のしくみについて調べます。―
5月６日（火）　石器づくり
　―野尻湖人に挑戦しよう―
　　「地質の日関連行事」
	時　　間	　午後 1時～ 3時　　場所：博物館まえ

ジ
カ
の
足
跡
の
大
き
さ
に

ビ
ッ
ク
リ
し
た
り
、
そ
の
足

跡
発
掘
の
慎
重
な
作
業
に
感

心
し
た
り
、
足
跡
の
石
膏
の

型
取
り
作
業
に
見
入
っ
た
り
、

肋
骨
を
発
掘
す
る
の
に
周
り

の
地
層
を
丹
念
に
確
認
し
て

か
ら
石
膏
で
固
め
、
取
上
げ

後
も
そ
の
下
の
地
層
状
況
を

丹
念
に
確
認
す
る
な
ど
の
作

業
に
感
心
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　エ
ジ
プ
ト
学
者
の
吉
村
作

治
先
生
は
、
講
演
会
の
質
問

で
は
、
子
供
と
ば
あ
さ
ん
は

知
り
た
が
り
、
じ
い
さ
ん
は

言
い
た
が
る
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
自
分
も
じ
い
さ
ん
で

す
が
、
子
供
の
頃
の
知
り
た

い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
誰
で

も
で
き
る
の
が
こ
の
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。

　次
回
も
多
く
の
発
掘
参
加

者
、
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

飯
綱
町

　細
野
利
男

大きな化石が出現しました

発
掘
ガ
イ
ド
に

参
加
し
て

見
学
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
声

雪の降る中、くわ入れ式

化石の出土位置の記録も大切です

発掘のようす発掘地をのぞむ

大物取り上げ成功 小学生も大活躍

収蔵資料展

「ナウマンゾウとマンモスゾウのなかま展」

５月連休・ミニ講座

苗 名 滝 探 検
―信濃路遊歩道を歩く―

　スキー場から苗名滝（地震滝）までを歩きます。黒姫に咲
いている花や野鳥などをみながら歩きましょう。あなたも自
然観察ハイキングに出かけませんか。歩くのはおよそ７kmく
らいです。ほとんどはなだらかな林道ですが、滝におりる道
は急な坂道ですので、くつは滑りにくいハイキング用の靴が
いいでしょう。帰りは苗名滝から黒姫スキー場まで車で戻り
ます。
	と　　き	　２０１４年６月７日（土）
	と こ ろ	　黒姫スキー場から苗名滝まで
	集　　合	　午前９時　黒姫スキー場コスモプラザ前
	解　　散	　	午後３時ころの予定　黒姫スキー場コスモプラザ前
	もちもの	　		リュックサック、ノート、筆記用具、タオル、お

弁当、水筒、雨具、持っている人は、双眼鏡やルー
ペがあると便利です。

	服　　装	　汚れてもよいハイキングの服装。
	費　　用	　１００円（資料代＋保険代）
	人　　数	　２０名（定員になり次第しめきります）
	申し込み	　	６月６日（金）までに野尻湖ナウマンゾウ博物館

（電話０２６－２５８－２０９０）まで申し込ん
でください。小学校低学年の方は必ず大人の人と
一緒に参加してください。

　　　　	　	雨天の場合は中止します。やるかどうかわからな
い場合は、当日朝８時頃に野尻湖ナウマンゾウ博
物館にお問い合わせください。

足あとの化石が見つかりました

　み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
５

月
に
な
り
ま
し
た
。
新
緑
の
ま

ぶ
し
い
季
節
で
す
。
牛
た
ち
も

放
牧
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
知
っ
て
ま
し
た
か
？
牛

も
、
う
れ
し
い
と
は
し
ゃ
ぐ
の

で
す
よ
！
牛
舎
か
ら
外
に
出
し

て
あ
げ
る
と
き
や
、
牛
舎
の
敷

料
を
交
換
し
新
品
の
気
持
ち
良

い
牛
床
に
な
る
と
、
牛
は
体
全

体
を
使
っ
て
う
れ
し
さ
を
表
現

し
ま
す
。
ロ
デ
オ
の
牛
の
よ
う

に
飛
び
跳
ね
た
り
、
盛
ら
れ
て

い
る
お
が
粉
（
敷
料
）
を
振
り

ま
い
た
り
し
て
、
ま
る
で
水
遊

び
を
す
る
子
供
の
よ
う
で
す
。

若
い
牛
ほ
ど
喜
び
の
表
現
力
は

豊
か
で
す
。
大
人
の
牛
に
な
る

ほ
ど
、
落
ち
着
き
ま
す
。
人
も

同
じ
で
す
ね
！

　今
回
の
家
畜
診
療
所
通
信

は
、「
狂
犬
病
」
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
春
の
狂
犬
病

予
防
接
種
は
済
み
ま
し
た
か
？

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
犬

の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す

よ
！　で

も
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

「
狂
犬
病
」
と
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
で
す
。
名
前
こ

そ
「
犬
が
狂
う
病
」
で
す
が
、

人
を
含
む
哺
乳
類
す
べ
て
に
感

染
し
ま
す
。
で
も
、
人
へ
感
染

さ
せ
る
動
物
の
ほ
と
ん
ど
が
犬

な
の
で
す
。

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
く
し
ゃ
み
な
ど
で
感
染
が

広
が
り
ま
す
が
、
狂
犬
病
ウ
イ

ル
ス
は
、
主
に
犬
な
ど
の
唾
液

腺
で
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
す
る
た

め
、
唾
液
に
多
く
の
ウ
イ
ル
ス

が
入
っ
て
い
ま
す
。
噛
ま
れ
た

り
、
舐
め
ら
れ
た
り
し
て
傷
口

が
で
き
、
そ
の
傷
口
に
ウ
イ
ル

ス
が
入
る
と
感
染
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入

っ
て
も
、発
症
（
症
状
が
出
る
）

す
る
前
に
治
療
が
で
き
れ
ば
何

と
か
助
か
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
が
、
も
し
発
症
し
て
し
ま

う
と
99
・
99
％
の
人
が
死
亡
し

て
し
ま
う
と
い
う
恐
ろ
し
い
病

気
な
の
で
す
。

　日
本
は
１
９
５
６
年
以
来
、

国
内
で
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
海
外
で
は
ご
く
あ
り
ふ
れ

た
病
気
な
の
で
す
。
世
界
で

は
、
年
間
５
万
人
も
の
方
が
狂

犬
病
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。
近
年
は
人
の
交
流
や
物

流
が
盛
ん
な
の
で
、
い
つ
海
外

か
ら
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が
日
本

に
は
い
て
き
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
す
。

　で
も
、
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
を

ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
接
種
し
て
お
け

ば
、
も
し
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が

国
内
に
入
っ
て
き
て
も
、
感
染

が
拡
大
し
た
り
人
に
感
染
す
る

こ
と
が
防
げ
る
の
で
す
。
ワ
ン

ち
ゃ
ん
を
狂
犬
病
か
ら
守
り
、

犬
を
飼
っ
て
い
る
者
と
し
て
の

社
会
に
対
す
る
責
務
と
し
て

も
、
必
ず
狂
犬
病
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

春になったうれしさ（？）で、飛びまわる！

獣医師：清水達夫

北部衛生センターは、可燃ごみ、可燃性粗大ごみを

受け入れる施設です。建築廃材などの産業廃棄

物の受け入れはできません。

■受入日　月曜日から金曜日の平日　5月6日（祝）、

9月15日（祝）、12月29日は、休日でも受け入れし

ます。

■受入時間　午前9時～午後4時30分

■受入料金　10㎏につき130円

■受入ごみ　◎可燃ごみ　生ごみ、紙くず、皮革類、衣

類、選定枝、紙おむつ（汚物は取り除く。）など

◎可燃性粗大ごみ　カーペット、ふとん類、木製の家

具・机・棚、畳などで金具や鏡は取り外してください。

可燃性粗大ごみを持ち込む時は、事前に電話での連絡

をお願いします。

■持ち込みできないごみ

リサイクルされる資源物、

容器包装プラ、新聞紙、ダ

ンボール、雑誌、ペットボ

トル、発砲スチロールなど

は、収集日に集積所へ出し

てください。/容器包装

でない大きなプラスチック類は、枡形不燃物最終処分

場に持ち込んでください。/農業用資材のビニールシー

ト、マルチ、あぜシート、肥料袋、農薬容器は、ながの農

協で春・秋の２回、有料で収集していますので、その機

会にお出しください。　

北部衛生センターへ持ち込みされる皆さまへ

 可燃ごみの持ち込み方法にご注意ください

問　北部衛生センター　☎ (255)2560　　信濃町役場 住民福祉課 環境係　☎ (255)5924
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足
は
「
第
二
の
心
臓
」

　肺
に
吸
い
込
ん
だ
酸
素
は
、
心
臓
の
ポ
ン
プ

作
用
で
全
身
に
送
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
心
臓

か
ら
最
も
遠
い
位
置
に
あ
る
足
に
は
、
こ
の
ポ

ン
プ
作
用
が
十
分
に
及
び
ま
せ
ん
。

　そ
こ
で
大
切
な
の
が
「
歩
く
こ
と
」
。
歩
行

に
よ
り
足
の
筋
肉
が
伸
縮
す
る
こ
と
で
血
管
を

し
ぼ
る
よ
う
に
し
て
血
液
を
押
し
上
げ
、
心
臓

に
送
り
返
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

足
は
「
第
二
の
心
臓
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

足
へ
の
負
担
は
想
像
以
上
！

　現
代
人
は
１
日
に
平
均
６
・
５
㎞
（
約

７
５
０
０
歩
）
歩
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
計

算
す
る
と
、
一
生
の
う
ち
に
地
球
を
４
周
も
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
歩
行
時
、
足
に
は
静
止
体
重
の
１
・
２
倍

の
負
荷
が
か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

体
重
60
㎏
の
人
の
場
合
、
１
歩
ご
と
に
片
足
に

72
㎏
の
重
み
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
速
足
で
は
片
足
81
㎏
）
。
１
日
に
換
算
す

る
と
、
両
足
延
べ
540
ト
ン
も
の
負
荷
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
ジ
ャ
ン
ボ
機
以

上
の
重
さ
で
す
。

甘
く
見
て
は
い
け
な
い
！

足
の
ト
ラ
ブ
ル

【
靴
ず
れ
・
ま
め
】

　足
に
合
わ
な
い
靴
を
履
く
こ
と
な
ど
に
よ
り

靴
が
擦
れ
て
、
足
の
皮
膚
が
破
れ
た
り
、
水
ぶ

く
れ
が
で
き
る
状
態
で
す
。
靴
の
大
き
さ
だ
け

で
な
く
靴
の
形
や
種
類
、
ま
た
靴
下
の
厚
さ
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

【
た
こ
・
魚
の
目
（
鶏
眼
）】

　ど
ち
ら
も
皮
膚
が
繰
り
返
し
圧
迫
さ
れ
、
皮

膚
の
角
質
が
増
殖
し
て
厚
く
な
っ
た
状
態
で

す
。
た
こ
は
皮
膚
の
表
面
に
向
か
っ
て
半
球
状

に
厚
く
な
り
、
押
し
て
も
あ
ま
り
痛
み
が
あ
り

ま
せ
ん
。
魚
の
目
は
深
部
に
向
か
っ
て
円
錐
状

に
入
り
込
み
、
押
す
と
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
両
方
と
も
む
や
み
に
削
っ
た
り
、

薬
を
つ
け
た
り
す
る
と
出
血
や
化
膿
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
た
こ
は
ウ
ィ
ル
ス
性
い

ぼ
と
区
別
が
つ
き
に
く
い
た
め
、
自
己
判
断
せ

ず
皮
膚
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
水
虫
（
白
癬
）】

　足
の
指
の
間
に
よ
く
見
ら
れ
、
赤
く
ジ
ュ
ク

ジ
ュ
ク
に
な
っ
て
皮
が
む
け
た
り
、
白
く
ふ
や

け
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
か
か
と
を
中

心
に
皮
膚
が
厚
く
な
り
、
ひ
び
割
れ
を
起
こ
す

タ
イ
プ
や
、
爪
の
厚
み
が
増
し
爪
の
色
が
白
濁

し
た
り
、
黄
色
み
が
濃
く
な
っ
て
く
る
爪
水
虫

（
爪
白
癬
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
水
虫
は
完
全
に

治
療
を
し
な
い
と
治
り
に
く
く
、
家
族
な
ど
に

も
感
染
す
る
の
で
、
必
ず
皮
膚
科
を
受
診
し
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
外
反
母
趾
】

　足
の
親
指
の
付
け
根
が
内
側
に
せ
り
出
し
、

親
指
の
先
端
が
隣
の
第
二
趾
に
向
か
っ
て
曲
が

る
病
気
で
す
。
出
っ
張
っ
た
部
分
が
靴
に
当
た
っ

て
痛
む
の
が
最
初
の
症
状
で
、
進
行
す
る
に
つ

れ
親
指
に
力
が
入
ら
ず
、「
立
ち
に
く
さ
」
や
「
歩

き
に
く
さ
」
な
ど
足
の
機
能
に
影
響
が
出
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
足
首
や
膝
、
腰
な
ど
足
と
離

れ
た
部
位
に
痛
み
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　ヒ
ー
ル
や
パ
ン
プ
ス
な
ど
足
を
圧
迫
す
る
靴

の
影
響
も
あ
り
女
性
に
多
く
発
症
し
ま
す
が
、

最
近
で
は
足
の
筋
肉
の
未
発
達
が
原
因
で
小
中

学
生
な
ど
子
ど
も
の
発
症
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

―
外
反
母
趾
を
予
防
す
る
運
動
―

①
足
で
グ
ー
の
形
を
作
る
よ
う
に
両
足
の
指
を

閉
じ
て
丸
め
る

②
次
に
パ
ー
の
形
に
な
る
よ
う
指
を
広
げ
る

③
５
秒
間
静
止
し
て
、
グ
ー
の
形
に
戻
す

④
①
～
③
を
繰
り
返
す

靴
の
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

①
靴
の
長
さ
（
靴
先
に
余
裕
が
あ
り
、
運
動
時

に
つ
ま
先
が
靴
の
先
端
に
当
た
ら
な
い
）

②
靴
の
幅
（
か
か
と
か
ら
甲
が
足
に
合
い
、
運

動
時
に
左
右
に
ず
れ
な
い
）

③
靴
先
部
分
に
足
の
指
が
十
分
に
動
か
せ
る
ゆ

と
り
が
あ
る

　

④
圧
迫
感
や
不
快
感
が
な
い

⑤
足
の
指
が
曲
が
る
位
置
で
屈
曲
す
る

⑥
足
が
し
っ
か
り
固
定
で
き
、
か
か
と
が
ず
れ

た
り
前
に
足
が
移
動
し
な
い
（
ひ
も
靴
や
マ
ジ
ッ

ク
テ
ー
プ
で
と
め
る
タ
イ
プ
が
望
ま
し
い
）

健
康
の

達
人

み
ん
な
で
目
指
そ
う
!!

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
で
す
！

「
足
も
と
」か
ら
の
健
康
づ
く
り
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中小企業・小規模事業の
経営者の皆様へ

個人保証なしで金融機関から融資を受
けたり、事業が破綻しても一定の生活
費等を残すことができるルールができ
ました。
①法人と個人の資産・経理が明確に分
離されている場合等において個人保証
が不要となること
②多額の個人保証を行っていても、経
営が行き詰まる前に、早めに事業再生
や廃業を決断した際に一定の生活費等
が残ることを定める[経営者保証に関
するガイドライン ]が、中小企業庁・金
融庁主導の下、策定されました。
金融機関と相談したい方、詳しくは下
記までご相談ください。
問中小企業基盤整備機構 関東本部
☎０３（５４７０）１６２０

平成26年度の
司法書士法律相談日程

毎年信濃町役場を会場に実施している
司法書士による法律相談を、今年度は
下記の日程で実施します。
■相談内容の一例
相続／贈与／多重債務／成年後見人
制度に係る高齢者の財産管理／会社の
設立／土地の売買に関する登記の相談
など
※相談者のプライバシーは固く守られ
ます。
■日程　６月12日木／８月7日木／
12月11日木／平成27年２月12日木
■時間　いずれの日も13時～15時
問信濃町役場 総務課 庶務係
☎（２５５）３１４３　

人権擁護委員制度を
ご存知ですか

全国人権擁護委員連合会では、毎年、
法務局での相談のほか、「全国一斉『人
権擁護委員の日』特設人権相談所」を開
設するなどして、地域住民に人権への
理解を深めていただくための啓発活動
に取り組んでいます。
　相談は無料で、予約は不要です。秘
密は守られますので、お気軽にご相談
ください。
■相談所開設予定日
日時　5月14日水　9：00～12：00
場所　総合会館
問長野地方法務局 人権擁護課
☎０２６（２３５）６６３４

小・中・高校生の夏休み
海外派遣の参加者募集

（公財）国際青少年研修協会では、夏休
み海外派遣の参加者を募集しています。
体験を通してお互いの理解や交流を深
め、国際性を養うことを目的に実施し
ます。事前研修会で仲間作りから丁寧
に指導いたしますので、安心してご参
加ください。
■内容　ホームステイ・ボランティア・
文化交流・学校体験・英語研修・地域見
学・野外活動など
■派遣先　米国・英国・豪州・カナダ・サ
イパン・セブ・フィジー
■日程　7月25日金～8月17日日(※
派遣先により異なります）
■対象者　小学3年生～高校 3年生
■参加費　25～ 65万円
■説明会　5 月18日日 13：30～ 15:00
／松本市 松本駅前会館（予約不要・入
場無料）

■締切　6月2日月及び 6月9日月
問（公財）国際青少年研修協会
☎０３（６４１７）９７２１
http：//www.kskk.or.jp

泌尿器科開設のお知らせ

信越病院では、４月から泌尿器科の診
療を開始しました。町民の皆さま、ご
利用ください。
■診療日　毎週水曜日　
■受付時間　14時～16時 30分
問信越病院
☎（２５５）３１００

北信地区就職面接会

ハローワーク長野･篠ノ井･飯山･須
坂では、学生及び若年求職者の就職支
援を目的に、就職面接会を開催します。
■対象者
◎平成 27年３月大学・短大・高専・専修
学校等卒業予定者
◎概ね卒業から3年以内の既卒者
■日時　5月30日金 13：00～ 16：30
　（受付：12時～16時）
■会場　メルパルク長野
■内容　主に北信地区で採用予定の
ある企業担当者と直接面接できます。
※入場無料、事前参加申込不要
問長野新卒応援ハローワーク
☎（２２８）０９８９

広報しなの 4月号 10ページ、農
業委員会委員の名簿に、以下の誤
りがありました。訂正してお詫び
いたします。
正：須坂 昭雄
誤：須藤 昭雄
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　 2014野尻湖カップトライアスロン・ジャパンオープン

ボランティア募集！
皆様のご支援・ご協力により、2014野尻湖カップトライアスロン・ジャパンオープンを
７月６日日に開催します。本大会の運営を支えていただける「ボランティアスタッフ」を
募集しています。ご協力いただける方は、大会
事務局までご連絡ください。大勢の皆様のご協
力をよろしくお願いいたします。

■日程：7月5日土（前日準備）
　　　 7月 6日日（大会）

問野尻湖トライアスロン大会事務局（産業観光課内）☎（255）3114

ひとときの会からの
お知らせ

「野鳥観察会」
～ｉｎ黒姫高原・御鹿池付近♪～

芽吹きの時、新緑の森を歩きながら野鳥観察をしませんか。野鳥観察では静
かな生態系の変化を感じることができます。学芸員の近藤さんの案内です。

■日時　5月1 8日日（※雨天中止）
　　　　9時00分～ 12時 00 分（解散）
■集合　黒姫スキー場コスモプラザ駐車場
■費用　200 円 (保険料他）　　
■持物　飲み物、敷物、あれば双眼鏡

お申し込みは5月16日金までに 産業観光課 癒しの森係  ☎（２５５）５９２５へ

第
31
回

一
茶
ま
つ
り

　
小
林
一
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日
、
こ
ど
も
の
日
の
恒

例
行
事「
一
茶
ま
つ
り
」。
今
年
も
賑
や
か
に

開
催
し
ま
す
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★
第
13
回
全
国
小
中
学
校
俳
句
大
会問一茶まつり実行委員会

（信濃町観光案内所内）

☎（255）3226

問住民福祉課環境係
☎（255）5924５月資源物収集

５月25日日は、ごみゼロ運動
町内の一斉環境美化運動 （ごみ拾い） を
行います。皆様のご協力をお願いします。

■集合時間：午前８時
■集合場所：公民館各支館

　　　　　※柏原地区は役場

1日木 埋立ごみ
7日水 容器包装プラスチック
8日木 ビン（無色）
10日土 雑誌・雑がみ（柏原・富士里）
13日火 発泡スチロール・トレー
15日木 ビン（茶色）
17日土 雑誌・雑がみ（野尻・古間）
20日火 アルミ類
21日水 容器包装プラスチック
22日木 ビン（その他の色）

24日土 新聞･チラシ（柏原・富士里）
27日火 スチール類
29日木 ペットボトル
31日土 新聞･チラシ（野尻・古間）

５
５㊗

■パレード　9：00～
■ステージ10:00～

オ
フ
ト
ー
ク
し
な
の
自
主
番
組

1乳児健診（４・7・10か月児）  保健センター
5月9日金／受付：12：30～12:45（7・10か月
児）／12：45～13:00（4か月児）
4か月児／対象：平成25年11・12月生
7か月児／対象：平成25年9月生
10か月児／対象：平成25年6月生

2幼児健診（１歳半・3歳児）     保健センター
5月16日金／受付12:30～12:45
1歳半児／対象：平成24年9・10月生
3歳児　／対象：平成23年3月生

3予防接種外来（予約制）　   　    信越病院
毎週月・木／受付14:00～15:00
※希望日の4日前までに予約してください
※予防接種は一般外来でも承りますが、その
場合も予約が必要です

4よろず相談     　　　　子育て支援ルームなかよし
5月21日水／10:30～11:30
子育ての相談・計測

5マタニティーセミナー      　  保健センター
5月22日木10:00～13:00／5月31日土13:30～
15:30／対象：平成26年9～12月出産予定の方
／安心して赤ちゃんをむかえられるように、2
回コースで勉強します

6断酒会   　　　　　　　　       総合会館
5月28日水／19:00～21:00／お酒をやめら
れない方、断酒を続けている方、ご家族の方
のお酒についての相談、学習

7精神保健相談　       長野保健福祉事務所
5月9日金／13:30～／不眠･アルコール依存･人
間関係･引きこもりなど、本人・ご家族の心の相談
を精神科医がお受けします。（要予約）

8母乳相談　　　       　 子育て支援ルームなかよし 
5 月12日月 /26日月 /9:00 ～ 13:00 ／母乳
育児の相談、乳房マッサージ、体重測定

9あそびの会　 　　       子育て支援ルームなかよし
5月29日木／10:30～11:30／内容：ベビー
マッサージ＆わらべうた

10園庭開放　　　　　　　　　　各保育園
5月26日月／9:00～11:00

11ちびっ子集まれ　　　　　　  　各保育園
野尻保育園：5月20日火／柏原保育園：5月20日
火／古間保育園：5月14日水／富士里保育園：5
月20日火

▶問い合わせ先

1～2・4～6保健予防係 ☎(255)3112
3信越病院小児科外来 ☎(255)3100
7長野保健福祉事務所 ☎（225）9045
8・9なかよし相談員 ☎090(4382)6832
10・11野尻保育園 ☎(258)2345／柏原保育
園 ☎(255)3740／古間保育園 ☎(255)2201
／富士里保育園 ☎(255)3416
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月 26日 詩吟の時間

火 27日 税務署だより

水 毎週 保健だより

木
15日 消防だより

22日 交番だより

土

10、24日 ふるさとの民話

17日 学校だより

31日 一茶ふるさと俳句（子供の日）

毎週火曜日は、時間外窓口を行います

5月13日 / 20日 / 27日
午後5:15～午後7:00   【祝祭日除く】
◉税金･各種料金の支払い ( ※要納付書）
◉住民票／所得証明／戸籍関係の証明／
印鑑証明の発行　

※内容によっては発行できない場合もあります
※通常業務日と異なり、一般的な相談業務などは行っていません
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人口 9,191人　男 4,492 人　女 4,699 人　世帯数 3,420 世帯　（4 月１日現在）

未
来
へ
の
輝
く
思
い私の夢は音楽家です

音楽で恩返しをしたいです

私の夢は音楽家になることです。音楽家といってもいろいろな
種類があり、どの道も険しい道です。

　その中でも、私はトロンボーン奏者になりたいと思っています。
それは現在、私が吹奏楽部でトロンボーンを吹いているからです。
　私が音楽家になったら、音楽で町に恩返しをしたいです。仲間を
集めてコンサートを開き、いつもがんばって働いている人や、お世
話になった町民のみなさんに感謝の気持ちを伝えたいです。そし
て、実家である萬屋酒店でも、ミニコンサートをやりたいです。音
楽活動で町おこしができればいいと思います。
　町への感謝の気持ちを忘れず、夢に向かってがんばりたいです。
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◆
今
年
度
よ
り
広
報
２
人
体
制
に

な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
広
報
2
年
目
と
な
る
水
澤

で
す
。
今
回
、４
月
の
取
材
に
臨

み
、去
年
、初
め
て
取
材
や
記
事

を
手
が
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
１
年
経
っ
て
も
難
し
い
も

の
で
す
。
良
い
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真
を
撮
る
に
は

被
写
体
に
も
う
一
歩
踏
み
込
む
こ

と
が
大
切
だ
と
聞
き
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す
。
去
年

よ
り
1
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踏
み
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ん
で
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ん
に
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わ
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報
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で
き
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い
ま
す
。（
水
）
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こ
の
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よ
り
広
報
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当
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な
り
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し
た
。
服
部
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す
。
生
ま

れ
も
育
ち
も
信
濃
町
で
毎
月
、広

報
を
見
て
き
ま
し
た
が
、ま
さ
か

自
分
が
担
当
に
な
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
広
報
は
初
め

て
な
の
で
、信
濃
町
の
情
報
を
上

手
に
伝
え
ら
れ
る
か
心
配
で
は
あ

り
ま
す
が
、い
ち
早
く
一
人
前
に

な
れ
る
よ
う
日
々
勉
強
し
、が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
は
っ
と
り
）

編
集
後
記 

美しい
　　 　おいしい

安心豊か

自然の恵みを楽しむ町

「信濃町出身です」と誇れるふるさと

町の将来像
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